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NISSEKI TOKYO05

　日赤の職員であれば誰でも救護業務に携わる可能性があ
るため、私たち東京都支部では、全職員がこの災害救護基礎
訓練を受けます。基礎訓練では幅広く全般的な内容を学びま
すが、まずは「災害時に自分は赤十字職員として、こういう事
をやるんだな」と理解することが大切。その後、フォローアッ
プ訓練やこころのケア研修などで救護員としてのステップ
アップを図ります。初めて体験することが多かったと思い
ますが、積極的に学ぶ姿勢が仲間としても頼もしく感じまし
た。今回の基礎訓練が、職員一人ひとりの災害対応能力を身
につける“はじめの一歩”になってくれればと思います。

傷病者の状態を観察しながら担架搬送。「大丈夫ですか？」な
どと声をかけ続けることも大切

首都直下地震を想定

東京都支部では11月3、4日の2日
間、新宿区歌舞伎町を会場にして第

2ブロック支部※1災害救護訓練を実施し
ます。職員、ボランティアなど約300人
が参加する予定です。
中小の雑居ビルが密集し、外からの来
訪者が大半を占める歌舞伎町。通常の訓
練のような広い場所とは違い、避難場所
が少ないという悪条件の中、首都直下地

震対応計画に基づく訓練を行い、より具
体的な受援計画※2に反映させます。訓練
の様子は、次号NT（2017年1月号）でお
伝えします！
※1	第2ブロック支部…茨城・栃木・群馬・埼玉・

千葉・東京・神奈川・新潟・山梨各都県の支部
で構成。

※2	受援計画…支援を受け入れるための計画。今回
の救護訓練を通じて、より都市型災害の実態に
即した受援計画の策定をめざしている。

11月には歌舞伎町で災害救護訓練を実施

災害時の対応能力を
身につける
“はじめの一歩 ”に

東京都支部 救護係長

越後 隆

総括メッセージ と
声
を
か
け
て
も
ら
っ
た
と
き
は
ホ
ッ

と
し
ま
し
た
。
担
架
で
運
ば
れ
る
と
き

も
、
救
護
員
役
の
み
な
さ
ん
の
キ
ビ
キ

ビ
と
し
た
動
作
に
、
基
礎
訓
練
の
内
容

が
き
ち
ん
と
身
に
つ
い
て
い
る
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
取
材
の
レ
ポ
ー
タ
ー
も

「
真
剣
な
様
子
が
伝
わ
っ
て
き
た
」

総
合
演
習
時
に
は
東
京
Ｍ
Ｘ
テ
レ
ビ

の
取
材
が
入
り
、
ケ
ガ
人
役
で
参
加
し

た
レ
ポ
ー
タ
ー
の
方
が
、救
護
員
に
よ
る

搬
送
後「
職
員
の
真
剣
な
様
子
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。搬
送
中
は
、
手
当
し
て
も

ら
え
る
と
い
う
安
心
感
も
あ
り
ま
し
た
」

と
レ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
し
た
。

繰
り
返
し
学
ぶ
こ
と
が

必
要
と
実
感

基
礎
訓
練
に
参
加
し
た
武
蔵
野
赤
十

字
病
院
の
助
産
師
、
佐
々
木
か
お
り
さ

ん
は「
総
合
演
習
で
は
頭
と
行
動
が
ま
っ

た
く
伴
わ
ず
、
繰
り
返
し
の
学
習
や
復

習
が
必
要
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
災
害

時
は
臨
機
応
変
な
行
動
が
求
め
ら
れ
ま

す
ね
。
講
義
で
救
援
の
経
験
者
か
ら
具

体
的
な
話
が
聞
け
た
の
も
良
か
っ
た
で

す
。
こ
う
し
た
話
と
訓
練
を
自
分
の
中

で
結
び
つ
け
ら
れ
れ
ば
い
い
と
思
い
ま

す
」と
感
想
を
語
り
ま
し
た
。

東
京
都
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
の
上

原
美
奈
さ
ん
は
、
ふ
だ
ん
移
動
献
血
の

仕
事
を
し
て
い
る
た
め
テ
ン
ト
を
張
る

の
は
慣
れ
て
い
る
も
の
の「
そ
れ
以
外
は

勉
強
す
る
こ
と
ば
か
り
で
し
た
」。い
ざ

と
い
う
時
に
役
に
立
つ
に
は「
日
々
の
積

み
重
ね
が
大
切
だ
と
実
感
し
た
」
と
の

こ
と
。「
い
ま
の
業
務
に
直
接
関
係
は
な

く
て
も
、
災
害
時
に
は
救
護
員
と
し
て

し
っ
か
り
と
役
に
立
ち
た
い
で
す
ね
」。

（
訓
練
の
様
子
は
、
東
京
Ｍ
Ｘ
テ
レ
ビ
８
月
19
日
「
東

京
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン		

夏
特
集
」
で
放
映
さ
れ
ま

し
た
）
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本
番
さ
な
が
ら
の
緊
迫
感
！

東
京
湾
北
部
で

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７・３
を
想
定

４
日
に
わ
た
る
訓
練
の
集
大
成
が
、

最
終
日
に
実
施
さ
れ
る
総
合
演
習
で

す
。
今
回
は
、
東
京
湾
北
部
を
震
源
と

す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７・
３
、
震
度

６
の
強
い
地
震
が
発
生
し
た
と
想
定
。

東
京
都
支
部
の
あ
る
新
宿
区
周
辺
で
も

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
す
べ
て
途
絶
、
負
傷

者
が
多
数
発
生
し
、
救
護
班
が
到
着
す

る
ま
で
応
急
救
護
所
で
負
傷
者
の
手
当

に
あ
た
り
ま
し
た
。

総
合
演
習
に
ケ
ガ
人
役
で
参
加

参
加
者
た
ち
は
、
基
礎
訓
練
で
学
ん

だ
こ
と
を
生
か
し
テ
ン
ト
設
営
や
負
傷

者
の
ト
リ
ア
ー
ジ
︵
搬
送
や
治
療
の
優

先
順
位
を
決
め
る
こ
と
︶
を
行
う
と
と

も
に
、
三
角
巾
を
使
っ
た
応
急
手
当
や

担
架
で
の
搬
送
を
実
施
し
ま
し
た
。

Ｎ
Ｔ
編
集
部
も
ケ
ガ
人
役
と
し
て
参

加
。
大
ケ
ガ
を
し
た
想
定
で
横
た
わ
っ

て
い
る
間
は
と
て
も
不
安
で
、「
大
丈
夫

で
す
か
？
　名
前
は
言
え
ま
す
か
？
」

救護訓練報告
Relief Training Report

災害救護基礎訓練で学ぶこと

・	赤十字の災害救護活動について
・	規律行動訓練
・	テント等の取り扱い

1日目

・	炊出し釜の取り扱い
・	ロープワーク
・	炊き出し実習
・	無線通信演習
・	衛星電話の取り扱い

2日目

・	医療救護のあり方
・トリアージについて
・	応急手当、搬送

3日目

・	大型テントの取り扱い
・	救護活動の実際－熊本地震災
害での救護班の動き
・	災害救護総合演習

4日目

　赤
十
字
の
職
員
は
就
業
規
則
で
︑
災
害
発
生
時
に
は
救
護
業
務
に
携
わ
る
こ

と
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
︒
赤
十
字
の
職
員
で
あ
れ
ば
︑
災
害
時
に
は
誰
で
も

救
護
活
動
に
携
わ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
す
︒
そ
の
た
め
︑
東
京
都
支
部
で
は

毎
年
︑
災
害
救
護
基
礎
訓
練
を
実
施
し
て
お
り
︑
今
年
は
６
月
23
︑
24
︑
30
日
︑

７
月
１
日
の
４
日
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒
都
内
の
各
赤
十
字
施
設
で
働

く
職
員
約
30
人
が
参
加
し
た
ほ
か
︑
そ
の
様
子
を
伝
え
る
た
め
︑
Ｎ
Ｔ
編
集
部

も
最
終
日
の
総
合
演
習
に
加
わ
り
ま
し
た
︒

災害救護基礎訓練で総合演習
いざという時、救う人になるために
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集
大
成
が
、

最
終
日
に
実
施
さ
れ
る
総
合
演
習
で

す
。
今
回
は
、
東
京
湾
北
部
を
震
源
と

す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７・
３
、
震
度

６
の
強
い
地
震
が
発
生
し
た
と
想
定
。

東
京
都
支
部
の
あ
る
新
宿
区
周
辺
で
も

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
す
べ
て
途
絶
、
負
傷

者
が
多
数
発
生
し
、
救
護
班
が
到
着
す

る
ま
で
応
急
救
護
所
で
負
傷
者
の
手
当

に
あ
た
り
ま
し
た
。

総
合
演
習
に
ケ
ガ
人
役
で
参
加

参
加
者
た
ち
は
、
基
礎
訓
練
で
学
ん

だ
こ
と
を
生
か
し
テ
ン
ト
設
営
や
負
傷

者
の
ト
リ
ア
ー
ジ
︵
搬
送
や
治
療
の
優

先
順
位
を
決
め
る
こ
と
︶
を
行
う
と
と

も
に
、
三
角
巾
を
使
っ
た
応
急
手
当
や

担
架
で
の
搬
送
を
実
施
し
ま
し
た
。

Ｎ
Ｔ
編
集
部
も
ケ
ガ
人
役
と
し
て
参

加
。
大
ケ
ガ
を
し
た
想
定
で
横
た
わ
っ

て
い
る
間
は
と
て
も
不
安
で
、「
大
丈
夫

で
す
か
？
　名
前
は
言
え
ま
す
か
？
」

救護訓練報告
Relief Training Report

災害救護基礎訓練で学ぶこと

・	赤十字の災害救護活動について
・	規律行動訓練
・	テント等の取り扱い

1日目

・	炊出し釜の取り扱い
・	ロープワーク
・	炊き出し実習
・	無線通信演習
・	衛星電話の取り扱い

2日目

・	医療救護のあり方
・トリアージについて
・	応急手当、搬送

3日目

・	大型テントの取り扱い
・	救護活動の実際－熊本地震災
害での救護班の動き
・	災害救護総合演習

4日目

　赤
十
字
の
職
員
は
就
業
規
則
で
︑
災
害
発
生
時
に
は
救
護
業
務
に
携
わ
る
こ

と
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
︒
赤
十
字
の
職
員
で
あ
れ
ば
︑
災
害
時
に
は
誰
で
も

救
護
活
動
に
携
わ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
す
︒
そ
の
た
め
︑
東
京
都
支
部
で
は

毎
年
︑
災
害
救
護
基
礎
訓
練
を
実
施
し
て
お
り
︑
今
年
は
６
月
23
︑
24
︑
30
日
︑

７
月
１
日
の
４
日
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒
都
内
の
各
赤
十
字
施
設
で
働

く
職
員
約
30
人
が
参
加
し
た
ほ
か
︑
そ
の
様
子
を
伝
え
る
た
め
︑
Ｎ
Ｔ
編
集
部

も
最
終
日
の
総
合
演
習
に
加
わ
り
ま
し
た
︒

災害救護基礎訓練で総合演習
いざという時、救う人になるために
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　日赤の職員であれば誰でも救護業務に携わる可能性があ
るため、私たち東京都支部では、全職員がこの災害救護基礎
訓練を受けます。基礎訓練では幅広く全般的な内容を学びま
すが、まずは「災害時に自分は赤十字職員として、こういう事
をやるんだな」と理解することが大切。その後、フォローアッ
プ訓練やこころのケア研修などで救護員としてのステップ
アップを図ります。初めて体験することが多かったと思い
ますが、積極的に学ぶ姿勢が仲間としても頼もしく感じまし
た。今回の基礎訓練が、職員一人ひとりの災害対応能力を身
につける“はじめの一歩”になってくれればと思います。

傷病者の状態を観察しながら担架搬送。「大丈夫ですか？」な
どと声をかけ続けることも大切

首都直下地震を想定

東京都支部では11月3、4日の2日
間、新宿区歌舞伎町を会場にして第

2ブロック支部※1災害救護訓練を実施し
ます。職員、ボランティアなど約300人
が参加する予定です。
中小の雑居ビルが密集し、外からの来
訪者が大半を占める歌舞伎町。通常の訓
練のような広い場所とは違い、避難場所
が少ないという悪条件の中、首都直下地

震対応計画に基づく訓練を行い、より具
体的な受援計画※2に反映させます。訓練
の様子は、次号NT（2017年1月号）でお
伝えします！
※1	第2ブロック支部…茨城・栃木・群馬・埼玉・

千葉・東京・神奈川・新潟・山梨各都県の支部
で構成。

※2	受援計画…支援を受け入れるための計画。今回
の救護訓練を通じて、より都市型災害の実態に
即した受援計画の策定をめざしている。

11月には歌舞伎町で災害救護訓練を実施

災害時の対応能力を
身につける
“はじめの一歩 ”に

東京都支部 救護係長

越後 隆

総括メッセージ と
声
を
か
け
て
も
ら
っ
た
と
き
は
ホ
ッ

と
し
ま
し
た
。
担
架
で
運
ば
れ
る
と
き

も
、
救
護
員
役
の
み
な
さ
ん
の
キ
ビ
キ

ビ
と
し
た
動
作
に
、
基
礎
訓
練
の
内
容

が
き
ち
ん
と
身
に
つ
い
て
い
る
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
取
材
の
レ
ポ
ー
タ
ー
も

「
真
剣
な
様
子
が
伝
わ
っ
て
き
た
」

総
合
演
習
時
に
は
東
京
Ｍ
Ｘ
テ
レ
ビ

の
取
材
が
入
り
、
ケ
ガ
人
役
で
参
加
し

た
レ
ポ
ー
タ
ー
の
方
が
、救
護
員
に
よ
る

搬
送
後「
職
員
の
真
剣
な
様
子
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。搬
送
中
は
、
手
当
し
て
も

ら
え
る
と
い
う
安
心
感
も
あ
り
ま
し
た
」

と
レ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
し
た
。

繰
り
返
し
学
ぶ
こ
と
が

必
要
と
実
感

基
礎
訓
練
に
参
加
し
た
武
蔵
野
赤
十

字
病
院
の
助
産
師
、
佐
々
木
か
お
り
さ

ん
は「
総
合
演
習
で
は
頭
と
行
動
が
ま
っ

た
く
伴
わ
ず
、
繰
り
返
し
の
学
習
や
復

習
が
必
要
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
災
害

時
は
臨
機
応
変
な
行
動
が
求
め
ら
れ
ま

す
ね
。
講
義
で
救
援
の
経
験
者
か
ら
具

体
的
な
話
が
聞
け
た
の
も
良
か
っ
た
で

す
。
こ
う
し
た
話
と
訓
練
を
自
分
の
中

で
結
び
つ
け
ら
れ
れ
ば
い
い
と
思
い
ま

す
」と
感
想
を
語
り
ま
し
た
。

東
京
都
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
の
上

原
美
奈
さ
ん
は
、
ふ
だ
ん
移
動
献
血
の

仕
事
を
し
て
い
る
た
め
テ
ン
ト
を
張
る

の
は
慣
れ
て
い
る
も
の
の「
そ
れ
以
外
は

勉
強
す
る
こ
と
ば
か
り
で
し
た
」。い
ざ

と
い
う
時
に
役
に
立
つ
に
は「
日
々
の
積

み
重
ね
が
大
切
だ
と
実
感
し
た
」
と
の

こ
と
。「
い
ま
の
業
務
に
直
接
関
係
は
な

く
て
も
、
災
害
時
に
は
救
護
員
と
し
て

し
っ
か
り
と
役
に
立
ち
た
い
で
す
ね
」。

（
訓
練
の
様
子
は
、
東
京
Ｍ
Ｘ
テ
レ
ビ
８
月
19
日
「
東

京
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン		

夏
特
集
」
で
放
映
さ
れ
ま

し
た
）
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世界のために、できること
—赤十字の国際活動—

特 集
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今年 5月、トルコのイスタンブールで初め
て開催された世界人道サミットでは、紛争の
激化や気候変動による自然災害の悪化、急速
に進む人口増加や深刻な貧困により、世界中
で 1億 3,000 万人もの人々が支援を必要とし
ていると発表されました。一方、支援に必要
な財源を確保できないことも一因となり、そ
うした人々のニーズに十分にこたえることが
できていない現状があります。
毎年 12月に行われる「NHK海外たすけあい

キャンペーン」は今年で 34 年目になります。
今号では、赤十字の「苦しんでいる人を救い
たい。」という思いとそれを実践する人々の活
動を特集。そこから、わたしたちが世界のた
めに何ができるのかを考えます。

ギリシャのへルソ難民キャンプにて。国際赤十字が難民支援のため
に展開しているERUに、東京の赤十字スタッフが派遣された。この
キャンプには約3,900人が暮らし、うち約70％が女性と子ども。1
日平均65人が診療に訪れる。

©Mirva Helenius / Finnish Red Cross 
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災害時の緊急支援・復興支援。ギリシャにおけるシリ
ア難民の救助活動を行う赤十字ボランティア
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赤
十
字
の
国
際
支
援
活
動
の
仕
組
み

　日
本
国
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
海
外
で
も
支
援
活
動
を
行
う
赤
十
字
。
赤
十
字
の
国
際
支
援
活
動
の
仕

組
み
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　日
本
赤
十
字
社
国
際
部
開
発
協
力
課
の
辻
佳
輝
課
長

に
聞
き
ま
し
た
。

日本赤十字社 事業局 国際部 開
発協力課長。国連職員として難
民保護に携わった経験をもと
に、2008年入社。現在は開発協
力課長として、日赤が行う国際
支援の開発協力事業を総括して
いる。

国際部開発協力課

辻 佳輝 課長
Yoshiteru Tsuji

赤十字は世界最大の人道機関で、190
の国と地域に赤十字社があります。

日本赤十字社も、そのネットワークのひと
つ。この世界的なネットワークを生かし、
各国の赤十字社同士で連携を図りながら
支援活動を行っています。活動の種類は
大きく 3 つ。 災害時の緊急支援・復興支
援、 災害や疾病への対応能力の強化（開発
協力）、 国際人道法の普及や離散家族への
支援。どの活動も、基本的には支援先の国
の赤十字社との協同で行います。赤十字の
支援の最大の特徴は、現地赤十字社に復興
や開発のノウハウを伝えること。支援が終
わっても元の状態には戻らず、その国が自
立するための支援をしていることです。

外国での活動は、あまり身近に感じら
れませんか？　2011 年の東日本大

震災の際には、約 100 の国が日本赤十字社
に対して約 1,000 億円（代金相当額含む）
の支援を寄せてくれました。この時、私は
派遣職員としてインドネシア赤十字社（以
下、インドネシア赤）にいたのですが、被
害の情報が入ってくるとすぐに、インドネ
シア赤の同僚から「すぐにでも日本に医療
チームを派遣したい」と相談がありまし
た。実際に、インドネシア政府が派遣した
医療班のメンバーとして、インドネシア赤
の医師と看護師が東北に来てくれました。

歴史を遡れば、1923（大正 12）年の関
東大震災のときも、日本は世界の赤十字
社から多大な支援を受けました。そう考

災害や疾病への対応能力の強化（開発協力）

東日本大震災から２か月後、支援国の赤十字関係者が
復興計画策定のため来日し、現地中学生とも交流

国際人道法の普及や離散家族への支援。8 年ぶりの再
会を果たした家族（リベリア）

えると、少しは身近に感じられるでしょ
う？  困った時はお互いさま。地理的には
遠くても、赤十字というつながりを通じ
て助け合い、「苦しんでいる人を救う」た
めの活動が、今日も世界のどこかで行わ
れています。

赤十字の国際支援活動って、
どんなことをしているの？Q1

大きく分けて
３つの柱があります。

A

日本が外国から
支援を受けたことも。

A
国際支援活動って、
遠い国の話ですよね…？Q2

©International Federation of Red Cross and Red Crescent Societies

©Boris Heger/ICRC
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世界のために、できること
赤十字の国際活動

特集

インドネシア派遣時、現地赤十字社の職員と

日本赤十字社の職員が国際支援
活動に派遣されるには、いくつ

かの研修を受ける必要があります。英
語力は必須。訓練された専門家と資機
材を整備している赤十字独自の緊急
対応ユニット（Emergency Response 
Unit=ERU）の要員になるための訓練も
あります。ERU は世界規模で整備され
ており、各国赤十字社が緊急事態に備
えています。また、日本は基礎保健ユ
ニット、アメリカは IT 通信機器ユニッ
ト、というように得意分野で役割分担
されていて、大規模な災害等が起きた
際には、各国のユニットが現地に集結
し、連携しながら包括的な支援にあた
ります。
　また、他国の ERU に日赤職員が参加
したり日赤の ERU に他国赤十字職員
が加わることも。柔軟性を持って対応
できるのも、世界中に赤十字があり、
それを統括する組織（国際赤十字・赤
新月連盟）があるからこそです。

派遣される要員は基本的には募集し
て決めますが、指名で決めることもあ
り、ケースごとにさまざまです。

日本での研修にはアジア圏の職員も参加し全ての
カリキュラムが英語。派遣を想定したフィールド
ワークを通し積極的に学ぶ

英語力は必須。
研修によって育成されます。

A

どのような人が、
どんな支援をしているの？Q3

災害救護（緊急救援、復興支援）
の場合、開始も終了も支援を受

ける国の意思表明で決まります。支援
が始まるときは、災害や紛争時、「も
う自国の力だけでは無理。助けて！」
とアピールすると、国際赤十字・赤新
月社連盟（赤十字の国際組織）で調整

が行われ、各国赤十字社に協力要請が
来ます。終了の場合も同様。支援を受
けていた国が「終息宣言」を出します。
その後は、世界各国からの海外救援金
を元手に復興支援事業を展開してい
きます。

開発協力の場合は、支援を受ける国
が求めるプログラムと、支援を提供し
たい国のプログラムのマッチングを
行います。開発協力は息の長い支援に
なります。5 年や 10 年は珍しくなく、
ベトナムでは日本赤十字社が 20 年間
も支援を続けています。長期的な支援
の強みは、人材育成ができること。現
地職員やボランティアに寄り添って
事業を進められるので、知識や技術、
考え方も習得してもらえます。支援を
始めたときは新人職員でも、20 年も経
つと部下を統括する立場になり、その
人がまた自国の職員を教育していく。
支援を受ける国が自立することが何
よりも重要で、そのサポートが私たち
の仕事です。

支援国のアピールに
よって決まります。

A

支援の開始と終了は、
どうやって決めるの？Q4

すよ。
文化はもちろん国ごとに違います

が、それほど違いを感じることはあり
ませんね。相手も同じ人間ですから。
国や人種、宗教の違いにかかわりな
く、一人ひとりに寄り添った支援がで
きるよう心がけています。

基本的には現地赤十字社が中心と
なって活動を行います。そうす

ることで、現地のニーズに合った “ 小
回りの利く ” 支援ができるからです。
各国赤十字間や他の支援団体と活動
が重ならないよう調整することも大
切。ここでもやはり、現地に赤十字
社があるから迅速で確実な対応がで
きます。現地職員による “ ローカル情
報 ” が、支援に役立つことは多いんで

主役は、あくまでも
現地の赤十字社。

A

現地ではどのように
活動をすすめているの？Q5

1997 年から 15 年間にベトナムで防波林として
植えられたマングローブ植林地域。支援は今も続
いている

10-11-特集_辻課長.indd   11 16.9.16   11:13:47 AM NT10GP8-13.indd   10 16/09/16   13:02

(16 09）NT10G

災害時の緊急支援・復興支援。ギリシャにおけるシリ
ア難民の救助活動を行う赤十字ボランティア
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赤
十
字
の
国
際
支
援
活
動
の
仕
組
み

　日
本
国
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
海
外
で
も
支
援
活
動
を
行
う
赤
十
字
。
赤
十
字
の
国
際
支
援
活
動
の
仕

組
み
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　日
本
赤
十
字
社
国
際
部
開
発
協
力
課
の
辻
佳
輝
課
長

に
聞
き
ま
し
た
。

日本赤十字社 事業局 国際部 開
発協力課長。国連職員として難
民保護に携わった経験をもと
に、2008年入社。現在は開発協
力課長として、日赤が行う国際
支援の開発協力事業を総括して
いる。

国際部開発協力課

辻 佳輝 課長
Yoshiteru Tsuji

赤十字は世界最大の人道機関で、190
の国と地域に赤十字社があります。

日本赤十字社も、そのネットワークのひと
つ。この世界的なネットワークを生かし、
各国の赤十字社同士で連携を図りながら
支援活動を行っています。活動の種類は
大きく 3 つ。 災害時の緊急支援・復興支
援、 災害や疾病への対応能力の強化（開発
協力）、 国際人道法の普及や離散家族への
支援。どの活動も、基本的には支援先の国
の赤十字社との協同で行います。赤十字の
支援の最大の特徴は、現地赤十字社に復興
や開発のノウハウを伝えること。支援が終
わっても元の状態には戻らず、その国が自
立するための支援をしていることです。

外国での活動は、あまり身近に感じら
れませんか？　2011 年の東日本大

震災の際には、約 100 の国が日本赤十字社
に対して約 1,000 億円（代金相当額含む）
の支援を寄せてくれました。この時、私は
派遣職員としてインドネシア赤十字社（以
下、インドネシア赤）にいたのですが、被
害の情報が入ってくるとすぐに、インドネ
シア赤の同僚から「すぐにでも日本に医療
チームを派遣したい」と相談がありまし
た。実際に、インドネシア政府が派遣した
医療班のメンバーとして、インドネシア赤
の医師と看護師が東北に来てくれました。

歴史を遡れば、1923（大正 12）年の関
東大震災のときも、日本は世界の赤十字
社から多大な支援を受けました。そう考

災害や疾病への対応能力の強化（開発協力）

東日本大震災から２か月後、支援国の赤十字関係者が
復興計画策定のため来日し、現地中学生とも交流

国際人道法の普及や離散家族への支援。8 年ぶりの再
会を果たした家族（リベリア）

えると、少しは身近に感じられるでしょ
う？  困った時はお互いさま。地理的には
遠くても、赤十字というつながりを通じ
て助け合い、「苦しんでいる人を救う」た
めの活動が、今日も世界のどこかで行わ
れています。

赤十字の国際支援活動って、
どんなことをしているの？Q1

大きく分けて
３つの柱があります。

A

日本が外国から
支援を受けたことも。

A
国際支援活動って、
遠い国の話ですよね…？Q2

©International Federation of Red Cross and Red Crescent Societies

©Boris Heger/ICRC
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インドネシア派遣時、現地赤十字社の職員と

日本赤十字社の職員が国際支援
活動に派遣されるには、いくつ

かの研修を受ける必要があります。英
語力は必須。訓練された専門家と資機
材を整備している赤十字独自の緊急
対応ユニット（Emergency Response 
Unit=ERU）の要員になるための訓練も
あります。ERU は世界規模で整備され
ており、各国赤十字社が緊急事態に備
えています。また、日本は基礎保健ユ
ニット、アメリカは IT 通信機器ユニッ
ト、というように得意分野で役割分担
されていて、大規模な災害等が起きた
際には、各国のユニットが現地に集結
し、連携しながら包括的な支援にあた
ります。
　また、他国の ERU に日赤職員が参加
したり日赤の ERU に他国赤十字職員
が加わることも。柔軟性を持って対応
できるのも、世界中に赤十字があり、
それを統括する組織（国際赤十字・赤
新月連盟）があるからこそです。

派遣される要員は基本的には募集し
て決めますが、指名で決めることもあ
り、ケースごとにさまざまです。

日本での研修にはアジア圏の職員も参加し全ての
カリキュラムが英語。派遣を想定したフィールド
ワークを通し積極的に学ぶ

英語力は必須。
研修によって育成されます。

A

どのような人が、
どんな支援をしているの？Q3

災害救護（緊急救援、復興支援）
の場合、開始も終了も支援を受

ける国の意思表明で決まります。支援
が始まるときは、災害や紛争時、「も
う自国の力だけでは無理。助けて！」
とアピールすると、国際赤十字・赤新
月社連盟（赤十字の国際組織）で調整

が行われ、各国赤十字社に協力要請が
来ます。終了の場合も同様。支援を受
けていた国が「終息宣言」を出します。
その後は、世界各国からの海外救援金
を元手に復興支援事業を展開してい
きます。

開発協力の場合は、支援を受ける国
が求めるプログラムと、支援を提供し
たい国のプログラムのマッチングを
行います。開発協力は息の長い支援に
なります。5 年や 10 年は珍しくなく、
ベトナムでは日本赤十字社が 20 年間
も支援を続けています。長期的な支援
の強みは、人材育成ができること。現
地職員やボランティアに寄り添って
事業を進められるので、知識や技術、
考え方も習得してもらえます。支援を
始めたときは新人職員でも、20 年も経
つと部下を統括する立場になり、その
人がまた自国の職員を教育していく。
支援を受ける国が自立することが何
よりも重要で、そのサポートが私たち
の仕事です。

支援国のアピールに
よって決まります。

A

支援の開始と終了は、
どうやって決めるの？Q4

すよ。
文化はもちろん国ごとに違います

が、それほど違いを感じることはあり
ませんね。相手も同じ人間ですから。
国や人種、宗教の違いにかかわりな
く、一人ひとりに寄り添った支援がで
きるよう心がけています。

基本的には現地赤十字社が中心と
なって活動を行います。そうす

ることで、現地のニーズに合った “ 小
回りの利く ” 支援ができるからです。
各国赤十字間や他の支援団体と活動
が重ならないよう調整することも大
切。ここでもやはり、現地に赤十字
社があるから迅速で確実な対応がで
きます。現地職員による “ ローカル情
報 ” が、支援に役立つことは多いんで

主役は、あくまでも
現地の赤十字社。

A

現地ではどのように
活動をすすめているの？Q5

1997 年から 15 年間にベトナムで防波林として
植えられたマングローブ植林地域。支援は今も続
いている
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自
分
は
チ
ー
ム
の
活
動
を
支
え
る

〝
裏
方
〟

─
─
実
際
の
青
木
係
長
の
活
動
は
ど
ん

な
様
子
な
の
で
し
ょ
う
か
？ 

私
が
緊
急
救
援
活
動
に
参
加
す
る
と

き
は
、
チ
ー
ム
の
中
の
「
事
務
管
理
要

員
」と
い
う
役
割
。医
師
や
看
護
師
な
ど

を
含
め
た
医
療
・
保
健
チ
ー
ム
の
仕
事

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が
仕
事
で
す
。
現

地
の
赤
十
字
社
や
日
赤
本
社
と
の
連
絡

調
整
、現
地
ス
タ
ッ
フ
の
人
材
管
理
、車

両
の
運
行
管
理
や
資
金
・
資
機
材
管
理
、

活
動
の
報
告
を
ま
と
め
る
こ
と
な
ど
な

ど
。
チ
ー
ム
が
し
っ
か
り
と
活
動
で
き

る
よ
う
に
支
え
る
〝
裏
方
〟
で
す
ね
。現

地
で
活
動
す
る
た
め
の
基
盤
を
つ
く
る

の
が
役
割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

─
─
現
地
と
の
調
整
は
ど
の
よ
う
に
す

す
め
て
い
る
の
で
す
か
？

赤
十
字
の
強
み
は
理
念
や
志
を
同
じ

く
す
る
仲
間
た
ち
＝
赤
十
字
社
の
ス

タ
ッ
フ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
世
界
各
国

に
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
ん
な
仲

間
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
一
緒
に
被
災

さ
れ
た
方
々
に
支
援
の
手
を
差
し
伸
べ

る
の
が
私
た
ち
の
仕
事
で
す
。
支
援
に

行
く
先
に
は
必
ず
地
元
の
赤
十
字
社
が

あ
り
、
普
段
か
ら
そ
の
国
の
人
道
支
援

活
動
に
携
わ
っ
て
い
る
の
で
、
土
地
勘

や
文
化
・
風
習
に
詳
し
く
な
い
外
国
か

ら
来
た
チ
ー
ム
に
と
っ
て
は
と
て
も
心

強
い
存
在
で
す
。

２
０
１
５
年
の
ネ
パ
ー
ル
地
震
で

は
、
ケ
ー
シ
ー
と
い
う
ネ
パ
ー
ル
人
ス

タ
ッ
フ
が
私
た
ち
を
全
力
で
サ
ポ
ー
ト

し
て
く
れ
ま
し
た
。
日
赤
は
開
発
協
力

の
分
野
で
長
く
ネ
パ
ー
ル
を
支
援
し
て

お
り
、
そ
の
時
の
日
赤
の
派
遣
職
員
が

ケ
ー
シ
ー
を
紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ケ
ー
シ
ー
は
私
た
ち
と
寝
食
を
共
に
し

な
が
ら
、必
要
な
人
材
を
集
め
た
り
、地

元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
の
橋
渡
し
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
の
支
援
は
モ

ノ
で
は
な
く
、
人
か
ら
人
に
提
供
す
る

も
の
。そ
れ
に
、現
地
の
こ
と
は
現
地
の

人
に
し
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
ネ
パ
ー
ル

で
は
い
ま
だ
に
カ
ー
ス
ト
制
度
が
社
会

慣
習
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
が
、
ケ
ー

現
地
で
日
本
の
職
員
は

ど
う
働
い
て
い
る
？

実
際
に
赤
十
字
の
職
員
は
、
現
地
で
ど
の
よ
う
に
支
援
活
動
を
し
、
生
活
を
送
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
緊
急
救
援
で
過
去
３
回
の
海
外
派
遣
経
験
の
あ
る
武

蔵
野
赤
十
字
病
院
の
人
事
課
・
青
木
達
矢
係
長
に
、
支
援
活
動
中
に
お
け
る
現

地
で
の
生
活
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

武蔵野赤十字病院 人事
課 人事係長 兼医療社会
事業部 医療社会事業課 
国際救援係勤務。普段は
病院の人事係長だが、今
までにハイチ・フィリピ
ン・ネパールの緊急救
援に志願して参加。

武蔵野赤十字病院
人事課

青木達矢係長
Tatsuya Aoki

2015 年に起きたネパール地震の際に、共に支援活動をしたメンバーたちとの 1 枚。青木係長は「事
務管理要員」として参加
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シ
ー
が
い
て
く
れ
た
か
ら
こ
そ
、
文
化

の
違
い
に
関
す
る
調
整
も
ス
ム
ー
ズ
に

い
き
ま
し
た
。
ネ
パ
ー
ル
の
場
合
は
、

支
援
活
動
の
実
績
か
ら
日
赤
に
好
意
的

で
、
活
動
し
や
す
か
っ
た
の
も
印
象
的

で
し
た
。

─
─
言
葉
の
壁
を
感
じ
る
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
？

基
本
的
に
現
地
で
は
英
語
で
す
が
、

英
語
が
す
ご
く
な
ま
っ
て
い
て
大
変
な

こ
と
も
︵
笑
︶。英
語
が
通
じ
な
い
場
合

は
、
英
語
が
で
き
る
現
地
の
通
訳
を
介

し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
ま

の
臨
床
心
理
士
と
一
体
と
な
っ
た
ケ
ア

が
で
き
て
い
ま
し
た
。

世
界
中
に

親
友
が
で
き
ま
す
よ
！

─
─
国
際
活
動
に
参
加
を
続
け
て
い
る

の
は
な
ぜ
で
す
か
？

世
界
中
に
友
達
が
で
き
る
こ
と
が

一
番
の
理
由
で
し
ょ
う
か
。
先
ほ
ど
の

フ
ィ
リ
ピ
ン
赤
十
字
社
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
看
護
師
と
も
現
地
で
と
て
も
親
し
く

な
り
、「brother

っ
て
日
本
語
で
何
て

い
う
の
？
」と
聞
か
れ
た
の
で「
ア
ニ
キ

だ
よ
！
」と
教
え
て
以
来
、私
の
こ
と
を

ず
っ
と〝
ア
ニ
キ
〟と
呼
ん
で
慕
っ
て
く

れ
ま
す
︵
笑
︶。ネ
パ
ー
ル
の
ケ
ー
シ
ー

も
、
国
際
活
動
で
出
会
っ
た
大
事
な
友

達
の
一
人
。
私
は
彼
の
人
柄
に
本
当
に

感
動
し
て
、
自
分
の
息
子
に「
景け

い

志し

」と

い
う
名
前
を
付
け
た
ほ
ど
。
ネ
パ
ー
ル

地
震
の
あ
と
も
、
日
赤
が
支
援
し
た
地

域
で
、
日
本
人
の
名
前
を
付
け
る
の
が

流
行
っ
た
よ
う
で
す
。
支
援
を
通
じ
て

尊
敬
す
る
人
に
出
会
え
る
こ
と
は
、
厳

し
い
任
務
に
対
す
る
何
よ
り
の
ご
褒
美

で
す
ね
。

自
分
だ
っ
た
ら
、
ど
う
す
る
？

─
─
国
際
活
動
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら

う
に
は
︑ど
う
す
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
？

私
自
身
は
、
何
事
も〝
自
分
事
〟と
し

て
捉
え
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い

て
、
実
際
に
現
地
に
行
っ
て
い
な
い
人

に
、
ど
う
や
っ
て
自
分
事
と
し
て
捉
え

て
も
ら
え
る
か
を
考
え
な
が
ら
、
体
験

を
伝
え
て
い
ま
す
。講
演
の
と
き
は
、日

本
国
内
で
も
多
発
し
て
い
る
災
害
と
重

ね
あ
わ
せ
て
「
あ
な
た
だ
っ
た
ら
ど
う

し
ま
す
か
？
」
と
聴
衆
の
み
な
さ
ん
に

問
い
か
け
て
い
ま
す
。

自
分
が
被
災
者
だ
っ
た
ら
、
逆
に
支

援
す
る
人
だ
っ
た
ら
、
あ
る
い
は
ケ
ー

シ
ー
の
よ
う
な
現
地
ス
タ
ッ
フ
だ
っ
た

ら
︙
。
現
地
の
話
を
伝
え
る
こ
と
で
、

「
自
分
だ
っ
た
ら
」
と
考
え
て
も
ら
う

き
っ
か
け
が
つ
く
れ
れ
ば
い
い
な
と
思

い
ま
す
。

ネパール人スタッフのケーシーと。儀式のときに額に塗る
「ティカ」で別れを惜しんでくれた

す
。
緊
急
救
援
で
は
、
災
害
で
傷
つ
い

た
り
大
切
な
人
を
亡
く
し
た
り
し
た
方

に
「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
」
も
行
い
ま
す
が
、

通
訳
者
を
介
し
た
ケ
ア
は
と
て
も
難
し

い
。
言
葉
の
違
い
で
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
う

ま
く
伝
わ
ら
ず
、
苦
戦
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
台
風
の
と
き
に
は
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
赤
十
字
社
か
ら
来
た
通
訳

の
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
看
護
師
を

介
し
て
現
地
の
方
々
の
「
こ
こ
ろ
の
ケ

ア
」を
実
施
し
た
の
で
す
が
、こ
の
看
護

師
た
ち
が
と
て
も
素
晴
ら
し
く
、
日
赤

こころのケアの一
環として設置した
チャイルドフレン
ドリースペース
で、青木係長が書
いたドラえもん
が大人気に！

震災で親を亡く
した子どもたち
と。子どもが元気
になると、大人も
元気になる。「そ
の笑顔のために、
活動しています
ね」と青木係長
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自
分
は
チ
ー
ム
の
活
動
を
支
え
る

〝
裏
方
〟

─
─
実
際
の
青
木
係
長
の
活
動
は
ど
ん

な
様
子
な
の
で
し
ょ
う
か
？ 

私
が
緊
急
救
援
活
動
に
参
加
す
る
と

き
は
、
チ
ー
ム
の
中
の
「
事
務
管
理
要

員
」と
い
う
役
割
。医
師
や
看
護
師
な
ど

を
含
め
た
医
療
・
保
健
チ
ー
ム
の
仕
事

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が
仕
事
で
す
。
現

地
の
赤
十
字
社
や
日
赤
本
社
と
の
連
絡

調
整
、現
地
ス
タ
ッ
フ
の
人
材
管
理
、車

両
の
運
行
管
理
や
資
金
・
資
機
材
管
理
、

活
動
の
報
告
を
ま
と
め
る
こ
と
な
ど
な

ど
。
チ
ー
ム
が
し
っ
か
り
と
活
動
で
き

る
よ
う
に
支
え
る
〝
裏
方
〟
で
す
ね
。現

地
で
活
動
す
る
た
め
の
基
盤
を
つ
く
る

の
が
役
割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

─
─
現
地
と
の
調
整
は
ど
の
よ
う
に
す

す
め
て
い
る
の
で
す
か
？

赤
十
字
の
強
み
は
理
念
や
志
を
同
じ

く
す
る
仲
間
た
ち
＝
赤
十
字
社
の
ス

タ
ッ
フ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
世
界
各
国

に
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
ん
な
仲

間
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
一
緒
に
被
災

さ
れ
た
方
々
に
支
援
の
手
を
差
し
伸
べ

る
の
が
私
た
ち
の
仕
事
で
す
。
支
援
に

行
く
先
に
は
必
ず
地
元
の
赤
十
字
社
が

あ
り
、
普
段
か
ら
そ
の
国
の
人
道
支
援

活
動
に
携
わ
っ
て
い
る
の
で
、
土
地
勘

や
文
化
・
風
習
に
詳
し
く
な
い
外
国
か

ら
来
た
チ
ー
ム
に
と
っ
て
は
と
て
も
心

強
い
存
在
で
す
。

２
０
１
５
年
の
ネ
パ
ー
ル
地
震
で

は
、
ケ
ー
シ
ー
と
い
う
ネ
パ
ー
ル
人
ス

タ
ッ
フ
が
私
た
ち
を
全
力
で
サ
ポ
ー
ト

し
て
く
れ
ま
し
た
。
日
赤
は
開
発
協
力

の
分
野
で
長
く
ネ
パ
ー
ル
を
支
援
し
て

お
り
、
そ
の
時
の
日
赤
の
派
遣
職
員
が

ケ
ー
シ
ー
を
紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ケ
ー
シ
ー
は
私
た
ち
と
寝
食
を
共
に
し

な
が
ら
、必
要
な
人
材
を
集
め
た
り
、地

元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
の
橋
渡
し
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
の
支
援
は
モ

ノ
で
は
な
く
、
人
か
ら
人
に
提
供
す
る

も
の
。そ
れ
に
、現
地
の
こ
と
は
現
地
の

人
に
し
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
ネ
パ
ー
ル

で
は
い
ま
だ
に
カ
ー
ス
ト
制
度
が
社
会

慣
習
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
が
、
ケ
ー

現
地
で
日
本
の
職
員
は

ど
う
働
い
て
い
る
？

実
際
に
赤
十
字
の
職
員
は
、
現
地
で
ど
の
よ
う
に
支
援
活
動
を
し
、
生
活
を
送
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
緊
急
救
援
で
過
去
３
回
の
海
外
派
遣
経
験
の
あ
る
武

蔵
野
赤
十
字
病
院
の
人
事
課
・
青
木
達
矢
係
長
に
、
支
援
活
動
中
に
お
け
る
現

地
で
の
生
活
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

武蔵野赤十字病院 人事
課 人事係長 兼医療社会
事業部 医療社会事業課 
国際救援係勤務。普段は
病院の人事係長だが、今
までにハイチ・フィリピ
ン・ネパールの緊急救
援に志願して参加。

武蔵野赤十字病院
人事課

青木達矢係長
Tatsuya Aoki

2015 年に起きたネパール地震の際に、共に支援活動をしたメンバーたちとの 1 枚。青木係長は「事
務管理要員」として参加
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シ
ー
が
い
て
く
れ
た
か
ら
こ
そ
、
文
化

の
違
い
に
関
す
る
調
整
も
ス
ム
ー
ズ
に

い
き
ま
し
た
。
ネ
パ
ー
ル
の
場
合
は
、

支
援
活
動
の
実
績
か
ら
日
赤
に
好
意
的

で
、
活
動
し
や
す
か
っ
た
の
も
印
象
的

で
し
た
。

─
─
言
葉
の
壁
を
感
じ
る
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
？

基
本
的
に
現
地
で
は
英
語
で
す
が
、

英
語
が
す
ご
く
な
ま
っ
て
い
て
大
変
な

こ
と
も
︵
笑
︶。英
語
が
通
じ
な
い
場
合

は
、
英
語
が
で
き
る
現
地
の
通
訳
を
介

し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
ま

の
臨
床
心
理
士
と
一
体
と
な
っ
た
ケ
ア

が
で
き
て
い
ま
し
た
。

世
界
中
に

親
友
が
で
き
ま
す
よ
！

─
─
国
際
活
動
に
参
加
を
続
け
て
い
る

の
は
な
ぜ
で
す
か
？

世
界
中
に
友
達
が
で
き
る
こ
と
が

一
番
の
理
由
で
し
ょ
う
か
。
先
ほ
ど
の

フ
ィ
リ
ピ
ン
赤
十
字
社
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
看
護
師
と
も
現
地
で
と
て
も
親
し
く

な
り
、「brother

っ
て
日
本
語
で
何
て

い
う
の
？
」と
聞
か
れ
た
の
で「
ア
ニ
キ

だ
よ
！
」と
教
え
て
以
来
、私
の
こ
と
を

ず
っ
と〝
ア
ニ
キ
〟と
呼
ん
で
慕
っ
て
く

れ
ま
す
︵
笑
︶。ネ
パ
ー
ル
の
ケ
ー
シ
ー

も
、
国
際
活
動
で
出
会
っ
た
大
事
な
友

達
の
一
人
。
私
は
彼
の
人
柄
に
本
当
に

感
動
し
て
、
自
分
の
息
子
に「
景け

い

志し

」と

い
う
名
前
を
付
け
た
ほ
ど
。
ネ
パ
ー
ル

地
震
の
あ
と
も
、
日
赤
が
支
援
し
た
地

域
で
、
日
本
人
の
名
前
を
付
け
る
の
が

流
行
っ
た
よ
う
で
す
。
支
援
を
通
じ
て

尊
敬
す
る
人
に
出
会
え
る
こ
と
は
、
厳

し
い
任
務
に
対
す
る
何
よ
り
の
ご
褒
美

で
す
ね
。

自
分
だ
っ
た
ら
、
ど
う
す
る
？

─
─
国
際
活
動
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら

う
に
は
︑ど
う
す
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
？

私
自
身
は
、
何
事
も〝
自
分
事
〟と
し

て
捉
え
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い

て
、
実
際
に
現
地
に
行
っ
て
い
な
い
人

に
、
ど
う
や
っ
て
自
分
事
と
し
て
捉
え

て
も
ら
え
る
か
を
考
え
な
が
ら
、
体
験

を
伝
え
て
い
ま
す
。講
演
の
と
き
は
、日

本
国
内
で
も
多
発
し
て
い
る
災
害
と
重

ね
あ
わ
せ
て
「
あ
な
た
だ
っ
た
ら
ど
う

し
ま
す
か
？
」
と
聴
衆
の
み
な
さ
ん
に

問
い
か
け
て
い
ま
す
。

自
分
が
被
災
者
だ
っ
た
ら
、
逆
に
支

援
す
る
人
だ
っ
た
ら
、
あ
る
い
は
ケ
ー

シ
ー
の
よ
う
な
現
地
ス
タ
ッ
フ
だ
っ
た

ら
︙
。
現
地
の
話
を
伝
え
る
こ
と
で
、

「
自
分
だ
っ
た
ら
」
と
考
え
て
も
ら
う

き
っ
か
け
が
つ
く
れ
れ
ば
い
い
な
と
思

い
ま
す
。

ネパール人スタッフのケーシーと。儀式のときに額に塗る
「ティカ」で別れを惜しんでくれた

す
。
緊
急
救
援
で
は
、
災
害
で
傷
つ
い

た
り
大
切
な
人
を
亡
く
し
た
り
し
た
方

に
「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
」
も
行
い
ま
す
が
、

通
訳
者
を
介
し
た
ケ
ア
は
と
て
も
難
し

い
。
言
葉
の
違
い
で
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
う

ま
く
伝
わ
ら
ず
、
苦
戦
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
台
風
の
と
き
に
は
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
赤
十
字
社
か
ら
来
た
通
訳

の
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
看
護
師
を

介
し
て
現
地
の
方
々
の
「
こ
こ
ろ
の
ケ

ア
」を
実
施
し
た
の
で
す
が
、こ
の
看
護

師
た
ち
が
と
て
も
素
晴
ら
し
く
、
日
赤

こころのケアの一
環として設置した
チャイルドフレン
ドリースペース
で、青木係長が書
いたドラえもん
が大人気に！

震災で親を亡く
した子どもたち
と。子どもが元気
になると、大人も
元気になる。「そ
の笑顔のために、
活動しています
ね」と青木係長
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東
京
都
支
部
で
は
２
０
０
１
年

か
ら
大
韓
赤
十
字
社
ソ
ウ
ル
特
別

市
支
社
（
韓
国
）
と
北
京
市
紅
十
字

会（
中
国
）と
の
間
で
、情
報
交
換
と

交
流
を
目
的
と
し
た
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

国
ご
と
の
活
動
の
違
い
に

刺
激
を
受
け
ま
し
た

今
年
の
Ｊ
Ｒ
Ｃ
三
首
都
交
流
事

業
は
７
月
25
日
か
ら
30
日
ま
で
の

６
日
間
、
北
京
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
各
国
の
活
動
に
つ
い
て
情
報
交

換
を
し
た
り
、
北
京
市
紅
十
字
会
情

報
プ
ラ
ザ
で
災
害
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。
３
か
国
の
Ｊ
Ｒ
Ｃ
活
動

は
、「
苦
し
ん
で
い
る
人
を
救
う
」と

い
う
赤
十
字
の
理
念
の
も
と
で
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
力
を
入
れ

て
い
る
活
動
に
は
国
ご
と
に
違
い

が
あ
り
ま
す
。
北
京
市
紅
十
字
会
は

救
命
救
急
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
北

京
市
内
に
１
３
０
か
所
の
救
急
対

策
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
交
通
の
要
所
ご
と
に
救
急
車

を
配
備
し
、
い
ざ
と
い
う
時
は
現
場

か
ら
一
番
近
い
救
急
車
が
直
行
す

る
こ
と
か
ら
、
な
ん
と
３
分
以
内
に

現
場
に
到
着
で
き
る
と
か
！

大
韓
赤
十
字
社
ソ
ウ
ル
特
別
市
支

社
は
、
活
動
の
種
類
が
多
く
、「
１
バ

ッ
ジ
１
ア
ク
シ
ョ
ン
（one badge, 

one action

）」と
い
っ
て
、
活
動
す

る
ご
と
に
そ
の
証
し
と
し
て
ベ
ス

ト
に
バ
ッ
ジ
が
増
え
て
い
く
そ
う

で
す
。
こ
の
ほ
か
、
１
人
暮
ら
し
の

お
年
寄
り
に
手
作
り
の
パ
ン
を
届

け
る
な
ど
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を

深
め
る
た
め
に
Ｊ
Ｒ
Ｃ
メ
ン
バ
ー

が
役
立
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
。
日
本

の
メ
ン
バ
ー
も
、
多
く
の
刺
激
を
受

け
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

東京から、世界とつながる
　日本赤十字社の国際活動は、職員を海外に派遣して行う支援だけではありません。
世界の仲間と交流することで異文化を学ぶことも国際活動の一つ。また、海外から日
本に来て暮らす人々も、赤十字の取り組みに参加したり、応援してくれています。東
京から世界へ。世界から東京へ。赤十字の活動は国境を越えてつながっています。

共
通
の
目
標
が
あ
る
か
ら
、

学
ぶ
こ
と
が
た
く
さ
ん
！

ソ
ウ
ル
・
北
京
・
東
京
の
メ
ン
バ
ー
が
交
流

※JRC…青少年赤十字（Ju-
nior Red Crossの略称）

東京

黒龍江省北京

ソウル

北京市紅十字会救急救命センターにて。救急ヘリに積む資
材や、緊急時に「40分で300人分の食事」が用意できる車
両を見学。参加者は「防災意識がとても高いと感じた」

01応急手当コンテストの様子。日赤での救急法は三角
巾を使ったものが多いのに対し、中国では包帯を使
用するなどの違いも

02

JRC 三首都交流事業 in 北京

ソウルのメンバー
のベストには
活動の“証し”
がぎっしり！　
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私たち同郷会には、日本で暮らす中国・黒龍江省出身
者、約 2,000 人が加入しています。事務所があるのは東
京都新宿区。東京都支部のすぐ近くです。会員同士の交
流がメインで、忘年会や新年会、お花見などを開催。行
事の際にはゴミ拾いのボランティアにも取り組むなど、
皆、社会貢献にも意欲を持っています。また、中国出身
者がスムーズに日本社会に溶け込めるよう、日本のルー
ルや文化を伝えることも大事な役割だと思っています。

熊本地震で募金活動

今年の 4 月、熊本地震が起きてすぐに、会員に募金を
呼びかけました。

100 万円を超す募金が集まりましたが、赤十字に寄付
しようと思ったのは、真っ先に四川大地震（2008 年）の
時の記憶がよみがえったからです。日本赤十字社による
救援の様子をテレビで見て、とても感動しました。いま
思い出しても、胸が熱くなります。そのことを会の皆に
話すと、皆も当時のことが記憶にあり、赤十字に寄付す
ることに快く同意してくれました。

災害は、いつどこで起きるかわかりません。国、民族
の違いも関係なく襲ってきます。それに、人類は皆、兄
弟。国や民族の違いを超えて助け合える活動を、今後も
続けていきたいと思っています。

災害時の助け合いはお互いさま
中国・黒龍江省と日本の架け橋に（一社）在日黒龍江省同郷会

↑イベントの際にはゴミ拾いなどのボラ
ンティアも。皆てきぱきと動いてくれる

↑夏に開催した BBQ 大会。イベントに
はたくさんのメンバーが集まる

←飲食店などを経営する会員は、店内に
募金箱を設置。会員には寄付を求めるチ
ラシを作り、197人から寄付が集まった

↑（一社）在日黒龍江省同郷会
王 宝利（おう ほうり）会長

（一社）在日黒龍江省同郷会様は、日本赤十字社の活動をご理解くださり、
熊本地震の義援金ではなく日赤の活動資金としてご寄付くださいました。

04 別れのとき。同じ目標をもって活動している仲間と出
会えたことは、この先一生の宝物。帰りのバスでは３
か国語で歌える歌を探し、「きらきらぼし」を歌った

各国の活動内容を発表して情報交換。皆、真剣に耳を傾ける。はじめは
「人前で話すのが苦手」と話していたメンバーも、積極的に他国メンバー
と交流している姿に成長が感じられた

03
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東
京
都
支
部
で
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０
０
１
年

か
ら
大
韓
赤
十
字
社
ソ
ウ
ル
特
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支
社
（
韓
国
）
と
北
京
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紅
十
字

会（
中
国
）と
の
間
で
、情
報
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換
と

交
流
を
目
的
と
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た
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

国
ご
と
の
活
動
の
違
い
に

刺
激
を
受
け
ま
し
た

今
年
の
Ｊ
Ｒ
Ｃ
三
首
都
交
流
事

業
は
７
月
25
日
か
ら
30
日
ま
で
の

６
日
間
、
北
京
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
各
国
の
活
動
に
つ
い
て
情
報
交

換
を
し
た
り
、
北
京
市
紅
十
字
会
情

報
プ
ラ
ザ
で
災
害
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。
３
か
国
の
Ｊ
Ｒ
Ｃ
活
動

は
、「
苦
し
ん
で
い
る
人
を
救
う
」と

い
う
赤
十
字
の
理
念
の
も
と
で
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
力
を
入
れ

て
い
る
活
動
に
は
国
ご
と
に
違
い

が
あ
り
ま
す
。
北
京
市
紅
十
字
会
は

救
命
救
急
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
北

京
市
内
に
１
３
０
か
所
の
救
急
対

策
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
交
通
の
要
所
ご
と
に
救
急
車

を
配
備
し
、
い
ざ
と
い
う
時
は
現
場

か
ら
一
番
近
い
救
急
車
が
直
行
す

る
こ
と
か
ら
、
な
ん
と
３
分
以
内
に

現
場
に
到
着
で
き
る
と
か
！

大
韓
赤
十
字
社
ソ
ウ
ル
特
別
市
支

社
は
、
活
動
の
種
類
が
多
く
、「
１
バ

ッ
ジ
１
ア
ク
シ
ョ
ン
（one badge, 

one action

）」と
い
っ
て
、
活
動
す

る
ご
と
に
そ
の
証
し
と
し
て
ベ
ス

ト
に
バ
ッ
ジ
が
増
え
て
い
く
そ
う

で
す
。
こ
の
ほ
か
、
１
人
暮
ら
し
の

お
年
寄
り
に
手
作
り
の
パ
ン
を
届

け
る
な
ど
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を

深
め
る
た
め
に
Ｊ
Ｒ
Ｃ
メ
ン
バ
ー

が
役
立
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
。
日
本

の
メ
ン
バ
ー
も
、
多
く
の
刺
激
を
受

け
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

東京から、世界とつながる
　日本赤十字社の国際活動は、職員を海外に派遣して行う支援だけではありません。
世界の仲間と交流することで異文化を学ぶことも国際活動の一つ。また、海外から日
本に来て暮らす人々も、赤十字の取り組みに参加したり、応援してくれています。東
京から世界へ。世界から東京へ。赤十字の活動は国境を越えてつながっています。

共
通
の
目
標
が
あ
る
か
ら
、

学
ぶ
こ
と
が
た
く
さ
ん
！

ソ
ウ
ル
・
北
京
・
東
京
の
メ
ン
バ
ー
が
交
流

※JRC…青少年赤十字（Ju-
nior Red Crossの略称）

東京

黒龍江省北京

ソウル

北京市紅十字会救急救命センターにて。救急ヘリに積む資
材や、緊急時に「40分で300人分の食事」が用意できる車
両を見学。参加者は「防災意識がとても高いと感じた」

01応急手当コンテストの様子。日赤での救急法は三角
巾を使ったものが多いのに対し、中国では包帯を使
用するなどの違いも

02

JRC 三首都交流事業 in 北京

ソウルのメンバー
のベストには
活動の“証し”
がぎっしり！　
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私たち同郷会には、日本で暮らす中国・黒龍江省出身
者、約 2,000 人が加入しています。事務所があるのは東
京都新宿区。東京都支部のすぐ近くです。会員同士の交
流がメインで、忘年会や新年会、お花見などを開催。行
事の際にはゴミ拾いのボランティアにも取り組むなど、
皆、社会貢献にも意欲を持っています。また、中国出身
者がスムーズに日本社会に溶け込めるよう、日本のルー
ルや文化を伝えることも大事な役割だと思っています。

熊本地震で募金活動

今年の 4 月、熊本地震が起きてすぐに、会員に募金を
呼びかけました。

100 万円を超す募金が集まりましたが、赤十字に寄付
しようと思ったのは、真っ先に四川大地震（2008 年）の
時の記憶がよみがえったからです。日本赤十字社による
救援の様子をテレビで見て、とても感動しました。いま
思い出しても、胸が熱くなります。そのことを会の皆に
話すと、皆も当時のことが記憶にあり、赤十字に寄付す
ることに快く同意してくれました。

災害は、いつどこで起きるかわかりません。国、民族
の違いも関係なく襲ってきます。それに、人類は皆、兄
弟。国や民族の違いを超えて助け合える活動を、今後も
続けていきたいと思っています。

災害時の助け合いはお互いさま
中国・黒龍江省と日本の架け橋に（一社）在日黒龍江省同郷会

↑イベントの際にはゴミ拾いなどのボラ
ンティアも。皆てきぱきと動いてくれる

↑夏に開催した BBQ 大会。イベントに
はたくさんのメンバーが集まる

←飲食店などを経営する会員は、店内に
募金箱を設置。会員には寄付を求めるチ
ラシを作り、197人から寄付が集まった

↑（一社）在日黒龍江省同郷会
王 宝利（おう ほうり）会長

（一社）在日黒龍江省同郷会様は、日本赤十字社の活動をご理解くださり、
熊本地震の義援金ではなく日赤の活動資金としてご寄付くださいました。

04 別れのとき。同じ目標をもって活動している仲間と出
会えたことは、この先一生の宝物。帰りのバスでは３
か国語で歌える歌を探し、「きらきらぼし」を歌った

各国の活動内容を発表して情報交換。皆、真剣に耳を傾ける。はじめは
「人前で話すのが苦手」と話していたメンバーも、積極的に他国メンバー
と交流している姿に成長が感じられた

03
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エ
イ
ズ
に
苦
し
む
子
ど
も
た
ち
や
難
民
生
活
を
送
る
人
々
な
ど
、

社
会
の
中
で
声
を
あ
げ
る
こ
と
が
難
し
い
人
々
の
目
線
か
ら

現
実
を
伝
え
続
け
て
い
る
フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
安
田
菜
津
紀
さ
ん
。

世
界
各
地
に
足
を
運
ん
で
い
る
安
田
さ
ん
に
、

国
際
的
な
活
動
に
関
わ
る
き
っ
か
け
や
思
い
、
写
真
で

伝
え
た
い
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

聞
き
手
：
N
T
編
集
部

Natsuki Yasuda
1987 年神奈川県生まれ。studio AF-
TERMODE 所属。カンボジアや東南
アジア、中東、アフリカ、日本国内
で貧困や災害をテーマに取材を続け
ている。東日本大震災以降は陸前高
田市を中心に被災地を記録。2012
年、「HIV と共に生まれる～ウガンダ
のエイズ孤児たち～」で第 8 回名取
洋之助写真賞受賞。著書に『それでも、
海へ　陸前高田に生きる』（ポプラ
社）、『君とまた、あの場所へ　シリ
ア難民の明日』（新潮社）、共著に『ファ
インダー越しの 3.11』（原書房）など。
TBS「サンデーモーニング」コメン
テーターも務める。

2009 年撮影　内戦前、カシオン山から眺めたシリア首都ダマスカス ©Natsuki Yasuda/studioAFTERMODE
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「
お
返
し
が
し
た
い
」

と
い
う
思
い
が
原
点

│
│
安
田
さ
ん
が
世
界
各
地
で
取
材
す

る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
？

16
歳
の
と
き
に
参
加
し
た
「
国
境
な

き
子
ど
も
た
ち
」※
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
れ
た
の
が
き
っ
か
け

で
す
が
、「
人
助
け
し
た
い
」
と
い
う
思

い
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
て
…
。
私

は
中
学
生
の
時
に
兄
と
父
を
亡
く
し
て

い
て
、「
家
族
っ
て
何
だ
ろ
う
」
と
い
う

思
い
を
持
っ
て
き
ま
し
た
。

「
国
境
な
き
子
ど
も
た
ち
」
の
こ
と

を
知
っ
た
と
き
、
違
う
境
遇
に
あ
る
同

世
代
の
子
た
ち
の
価
値
観
や
家
族
へ
の

思
い
を
知
り
た
い
、
そ
う
す
れ
ば
自
分

の
モ
ヤ
モ
ヤ
も
解
決
さ
れ
る
か
も
し
れ

な
い
と
思
っ
た
の
で
す
。
き
っ
か
け
は

と
て
も
自
分
本
位
な
こ
と
で
し
た
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
出
会
っ
た
子
た
ち

は
、
人
身
売
買
の
被
害
に
遭
う
な
ど
悲

惨
な
経
験
を
持
ち
、
心
に
大
き
な
傷
を

負
っ
て
い
る
の
に
、
穏
や
か
で
優
し

か
っ
た
。
け
れ
ど
、
家
族
の
こ
と
を
話

す
と
き
は
感
情
が
抑
え
ら
れ
な
く
な
る

ん
で
す
。

「
自
分
は
い
ま
施
設
で
暮
ら
し
て
十

分
に
食
べ
ら
れ
て
い
る
け
れ
ど
、
家
族

は
い
ま
も
食
べ
ら
れ
ず
に
い
る
か
も

し
れ
な
い
」
と
真
っ
先
に
家
族
の
こ
と

を
心
配
し
て
い
る
姿
に
、
守
る
者
を
持

つ
人
の
強
さ
と
優
し
さ
、
人
と
し
て
生

き
る
う
え
で
大
切
な
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。そ
し
て
、「
出
会
い
」以
上
に
人
を
変

え
る
も
の
は
な
い
と
実
感
し
ま
し
た
。

│
│
そ
こ
か
ら「
伝
え
る
」と
い
う
仕
事

に
？学

ば
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
に
、
お
返

し
が
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
で
も
、

高
校
生
の
私
に
は
財
力
も
医
療
の
技
術

も
な
い
。「
何
が
自
分
に
残
さ
れ
て
い

る
だ
ろ
う
」
と
考
え
た
と
き
に
、
自
分

の
五
感
で
感
じ
た
こ
と
を
、
ひ
と
り
で

も
多
く
の
人
に
シ
ェ
ア
す
る
こ
と
な
ら

で
き
る
と
。
そ
れ
が
原
点
で
す
。

写
真
で
関
心
の

〝
間
口
〞
を
つ
く
る

帰
国
後
、
新
聞
社
や
雑
誌
社
に
「
記

事
を
書
か
せ
て
ほ
し
い
」
と
メ
ー
ル
を

送
り
、
評
論
雑
誌
に
記
事
を
書
か
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
で
も
、
自
分
が
伝
え

た
い
同
世
代
の
子
た
ち
に
と
っ
て
、
難

し
い
文
章
が
並
ぶ
雑
誌
は
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
（
笑
）。
そ
こ
か
ら
、
写
真
と
い

う
手
段
に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。
ふ
と

目
に
と
ま
り
、「
何
が
写
っ
て
い
る
ん

だ
ろ
う
」
と
の
ぞ
き
込
み
た
く
な
る
。

無
関
心
か
ら
一
歩
進
む
〝
間
口
〞
を
つ

く
る
の
は
、
写
真
な
ら
で
は
の
役
割
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

│
│
足
を
運
ぶ
の
に
勇
気
が
い
る
取
材

地
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
を
突
破

し
て
取
材
し
よ
う
と
思
う
原
動
力
は
何

で
し
ょ
う
か
？

取
材
の
き
っ
か
け
は
、
す
べ
て
「
ご

縁
」
で
す
。
人
と
の
つ
な
が
り
と
周
囲

の
助
け
が
あ
る
か
ら
、
取
材
を
続
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

│
│
安
田
さ
ん
は
、
ホ
ッ
ト
で
は
な
い

ニ
ュ
ー
ス
や
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
の
当
た

ら
な
い
人
々
に
、
い
つ
も
目
を
向
け
て

い
ま
す
ね
。

大
き
な
メ
デ
ィ
ア
は
、
日
々
起
き
て

い
る
こ
と
、
新
し
い
こ
と
を
伝
え
る
役

割
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。〝
イ
ス
ラ
ム
国
〞

が
襲
来
し
て
難
民
が
発
生
し
て
い
る
こ

と
や
、
東
日
本
大
震
災
で
あ
れ
ば
仮
設

住
宅
が
完
成
し
て
入
居
が
始
ま
っ
た
こ

と
な
ど
。
で
も
、
難
民
の
日
々
の
暮
ら

し
や
、
い
ま
だ
に
仮
設
住
宅
で
暮
ら
す

人
々
の
こ
と
は
ニ
ュ
ー
ス
に
な
り
づ
ら

い
。
私
た
ち
の
よ
う
な
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

は
締
め
切
り
が
な
い
の
で
、
時
間
を
か

け
て
１
つ
の
家
族
や
村
に
向
き
あ
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
う
い
う
役
割
分
担

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
こ
れ
は
問
題
だ
」
と
多
く
の
人
が

感
じ
る
と
、
そ
れ
は
社
会
問
題
に
な
り

※
国
境
な
き
子
ど
も
た
ち
…
1
9
9
7
年
に
日
本
で
誕

生
し
た
N
G
O
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
自

立
支
援
施
設
を
運
営
し
、
ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン

や
人
身
売
買
の
被
害
な
ど
に
遭
っ
た
青
少
年
に
、
教

育
や
職
業
訓
練
の
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。
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ま
す
が
、
当
事
者
は
声
を
出
し
て
伝
え

る
手
段
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
写
真
１

枚
１
枚
の
力
は
微
力
で
も
、
そ
の
人
た

ち
の
拡
声
器
に
な
る
こ
と
は
で
き
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

「
人
情
」
の
先
に

「
人
道
」
が
あ
る

│
│
国
際
支
援
活
動
に
か
か
る
姿
勢
に

つ
い
て
は
、「
人
情
」と「
人
道
」を
例
え

て
、「
知
っ
て
い
る
人
を
助
け
た
い
と
思

う
の
が
人
情
。知
ら
な
い
人
の
こ
と
、嫌

い
な
人
も
助
け
る
の
が
人
道
」
と
例
え

た
り
し
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
か
？

例
え
ば
、
シ
リ
ア
難
民
の
ア
ブ
ド
ゥ

ラ
く
ん
と
い
う
「
人
」
を
知
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
シ
リ
ア
問
題
の
背
景
も
知
り

た
く
な
る
。
人
情
の
先
に
人
道
が
あ
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

い
ま
、
日
本
の
中
で
も
イ
ス
ラ
ム
の

イ
メ
ー
ジ
を
「
悪
」
と
し
て
し
ま
う
風

潮
が
一
部
で
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
で
も
、

そ
れ
は
イ
ス
ラ
ム
の
世
界
に
実
際
に
触

れ
た
こ
と
が
な
い
、
あ
る
い
は
よ
く
知

ら
な
い
こ
と
か
ら
起
き
て
し
ま
う
想
像

力
の
欠
如
で
す
。
そ
う
し
た
一
人
ひ
と

り
の
顔
が
見
え
な
い
〝
の
っ
ぺ
ら
ぼ
う
〞

の
世
界
を
、
伝
え
る
こ
と
で
変
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

自
分
の
体
験
か
ら

想
像
力
を
広
げ
て
み
る

│
│
赤
十
字
で
も
、
人
道
の
最
大
の
敵

は
想
像
力
の
欠
如
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
、
私
た
ち
に
は
想
像
力
と

い
う
力
が
確
か
に
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
震
災
直
後
か
ら
通
っ
て
い
る
陸
前

高
田
市
で
、
ま
だ
瓦
礫
に
囲
ま
れ
て
避

難
所
で
生
活
し
て
い
る
頃
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
た
ち
に
「
外
国
の
こ
と
を
教
え

て
く
れ
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。「
こ
れ
ま
で
テ
レ
ビ
で
災
害
や
戦

争
の
こ
と
を
見
て
い
て
も
他
人
事
だ
と

思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
災
害
に
遭
っ
て

初
め
て
、
そ
の
人
た
ち
の
気
持
ち
が
わ

か
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
」
と
。

高
齢
の
方
た
ち
は
、
１
９
６
０
年
の

チ
リ
地
震
や
、
戦
争
末
期
に
は
気
仙
地

域
へ
の
空
襲
も
経
験
し
て
い
ま
す
。
シ

リ
ア
の
こ
と
は
知
ら
な
く
て
も
、
変
わ

り
果
て
て
し
ま
っ
た
自
分
の
故
郷
を
目

NHK 海外たすけあい 2016
NTファンミーティング クロストークライブ 2
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12 月 3 日（土）14：00 ～ 15：30
イトーキ東京イノベーションセンター
SYNQA ２階セミナールーム
日本赤十字社東京都支部
東京キリンビバレッジサービス㈱
フォトジャーナリスト
安田菜津紀さん
入場無料。詳細は p.20 のポストカー
ドをご覧ください。

日 　 　 時
会 　 　 場 

主 　 　 催
協 　 　 賛 
ゲ ストコメン

テーター
観 覧 申 込

：
：

：
：
：

：

の
当
た
り
に
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の

想
像
力
を
少
し
ず
つ
広
げ
て
、「
も
し
、

こ
れ
が
戦
争
だ
っ
た
ら
？
」
と
考
え
て

み
る
。
そ
う
や
っ
て
、
自
分
の
痛
み
を

世
界
の
痛
み
と
し
て
感
じ
る
こ
と
は
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

│
│
日
本
で
暮
ら
す
私
た
ち
が
で
き
る

こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？

い
き
な
り
難
民
問
題
を
語
り
合
う
の

は
難
し
く
て
も
、
日
常
に
ち
ょ
っ
と
し

た
「
フ
ッ
ク
」
を
つ
く
る
こ
と
な
ら
で

き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

食
事
す
る
の
が
好
き
な
ら
、
シ
リ
ア

料
理
を
実
際
に
味
わ
っ
て
み
て
、
シ
リ

ア
の
こ
と
を
考
え
て
み
る
な
ど
、
自
分

の
好
き
な
こ
と
か
ら
無
理
な
く
始
め
る

こ
と
も
で
き
る
こ
と
の
ひ
と
つ
だ
と
思

い
ま
す
。

安田菜津紀さんも参加！

1

1 カンボジア、プレイベン州。村の夕暮れ　2 イラク北部、クル
ド人自治区。シリアから逃れている難民の家族にこの日、新し
い命が誕生した（写真1、2＝©Natsuki Yasuda/studioAFTER-
MODE）　3 ヨルダン北部、ザータリ難民キャンプ取材中（提
供：国境なき子どもたち）
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国
は
、
２
０
０
７
年
に
施
行
さ
れ
た

「
が
ん
対
策
基
本
法
」
に
も
と
づ
き
、
が

ん
予
防
や
が
ん
医
療
の
進
歩
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
武
蔵
野
赤
十
字

病
院
は
、基
本
法
の「
質
の
高
い
が
ん
診

療
を
提
供
す
る
病
院
（
が
ん
診
療
連
携

拠
点
病
院
）」
と
し
て
指
定
を
受
け
、
多

く
の
が
ん
患
者
さ
ん
に
高
度
な
医
療
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

今
年
３
月
に

「
が
ん
看
護
外
来
」を
設
置

が
ん
闘
病
中
は
、
患
者
さ
ん
と
ご
家

族
が
、
と
も
に
不
安
や
恐
怖
を
抱
え
ま

す
。
が
ん
と
告
知
さ
れ
た
と
き
か
ら
、

「
な
ぜ
自
分
が
が
ん
に
な
っ
た
の
か
」

「
今
の
治
療
で
よ
い
の
か
」「
こ
れ
か
ら

ど
う
な
る
の
か
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

感
情
と
葛
藤
し
つ
つ
、
治
療
方
針
な
ど

に
つ
い
て
、
多
く
の
情
報
の
中
か
ら
自

身
で
決
め
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。さ
ら
に
、が
ん
に
な
っ
た
こ
と
で
人

生
設
計
の
修
正
が
必
要
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
思
い
を
抱
え
な
が
ら
が

ん
と
闘
っ
て
い
る
患
者
さ
ん
と
ご
家
族

を
支
援
す
る
た
め
、
当
院
で
は
今
年
３

月
か
ら「
が
ん
看
護
外
来
」を
始
め
ま
し

た
。
が
ん
に
関
す
る
知
識
や
が
ん
看
護

の
経
験
を
多
く
持
つ
６
人
の
専
門
の
看

護
師
が
患
者
さ
ん
の
思
い
を
聞
き
な
が

ら
、
治
療
方
針
な
ど
に
つ
い
て
ど
う
す

れ
ば
い
い
か
一
緒
に
考
え
、
医
師
と
の

面
談
に
も
同
席
し
て
、
患
者
さ
ん
と
と

も
に
情
報
の
整
理
を
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
少

し
で
も
患
者
さ
ん
の
不
安
を
軽
減
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
思

い
を
語
る
場
所
と
し
て
、
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

患
者
さ
ん
を
支
え
、

と
も
に
が
ん
と
闘
う

が
ん
看
護
外
来
を
開
設
し
て
か
ら
、

１
か
月
あ
た
り
40
〜
50
人
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。患
者
さ
ん
か
ら
の「
気

持
ち
が
少
し
楽
に
な
り
ま
し
た
」「
相
談

し
て
よ
か
っ
た
」
と
い
う
言
葉
に
支
え

ら
れ
な
が
ら
、
武
蔵
野
赤
十
字
病
院
で

は
こ
れ
か
ら
も
、
医
師
が
質
の
高
い
が

ん
治
療
を
提
供
し
、
看
護
師
が
患
者
さ

ん
の
治
療
を
支
え
る
と
い
う
〝
両
輪
〟

で
、
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
を
支
え
て
い

き
ま
す
。

武蔵野赤十字病院
■ 所在地 〒 180-8610　東京都武蔵野市境南町 1-26-1
■ 連絡先 Tel 0422-32-3111（代表）　Fax 0422-32-3525
■ 休診日 土曜、日曜、祝日、5 月 1 日（赤十字創立記念日）、年末年始 
■ 病床数 611 床（一般 528 床、ICU 8 床、HCU 22 床、CCU 6 床、SCU 9 床、
 NICU 6 床、GCU 12 床、感染症 20 床）

が
ん
に
な
っ
て
も
１
人
じ
ゃ
な
い
！
医
師
と
専
門
の
看
護
師
た
ち
が
支
え
ま
す

JRC  MUSASHINO  HOSPITAL

　近年、増え続けているがん患者。2015 年にがんになった人は約 98 万人と報告
されており、いまや国民の２人に１人がかかる “ 国民病 ” となっています。

がんの知識や看護経験豊富な専門の看護師たち 患者さんのお話を丁寧に聞く古澤看護師長

看護部 看護師長
ET 看護師 

がん化学療法看護 CEN

古澤 恭子
Furusawa Kyoko
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考
え
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
思

い
を
語
る
場
所
と
し
て
、
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

患
者
さ
ん
を
支
え
、

と
も
に
が
ん
と
闘
う

が
ん
看
護
外
来
を
開
設
し
て
か
ら
、

１
か
月
あ
た
り
40
〜
50
人
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。患
者
さ
ん
か
ら
の「
気

持
ち
が
少
し
楽
に
な
り
ま
し
た
」「
相
談

し
て
よ
か
っ
た
」
と
い
う
言
葉
に
支
え

ら
れ
な
が
ら
、
武
蔵
野
赤
十
字
病
院
で

は
こ
れ
か
ら
も
、
医
師
が
質
の
高
い
が

ん
治
療
を
提
供
し
、
看
護
師
が
患
者
さ

ん
の
治
療
を
支
え
る
と
い
う
〝
両
輪
〟

で
、
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
を
支
え
て
い

き
ま
す
。

武蔵野赤十字病院
■ 所在地 〒 180-8610　東京都武蔵野市境南町 1-26-1
■ 連絡先 Tel 0422-32-3111（代表）　Fax 0422-32-3525
■ 休診日 土曜、日曜、祝日、5 月 1 日（赤十字創立記念日）、年末年始 
■ 病床数 611 床（一般 528 床、ICU 8 床、HCU 22 床、CCU 6 床、SCU 9 床、
 NICU 6 床、GCU 12 床、感染症 20 床）

が
ん
に
な
っ
て
も
１
人
じ
ゃ
な
い
！
医
師
と
専
門
の
看
護
師
た
ち
が
支
え
ま
す

JRC  MUSASHINO  HOSPITAL

　近年、増え続けているがん患者。2015 年にがんになった人は約 98 万人と報告
されており、いまや国民の２人に１人がかかる “ 国民病 ” となっています。

がんの知識や看護経験豊富な専門の看護師たち 患者さんのお話を丁寧に聞く古澤看護師長

看護部 看護師長
ET 看護師 

がん化学療法看護 CEN

古澤 恭子
Furusawa Kyoko
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国
際
糖
尿
病
連
合
（
Ｉ
Ｄ
Ｆ
）
と
世

界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
は
１
９
９
１

年
、
世
界
に
広
が
る
糖
尿
病
の
脅
威
に

対
応
し
よ
う
と
、
11
月
14
日
を
「
世
界

糖
尿
病
デ
ー
」
に
制
定
。
２
０
０
６
年

12
月
20
日
に
国
連
か
ら
公
式
に
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

な
ぜ
、
11
月
14
日
な
の
か
？

ど
う
し
て
11
月
14
日
な
の
で
し
ょ
う

か
？
　実
は
、
イ
ン
ス
リ
ン
を
発
見
し

た
カ
ナ
ダ
の
バ
ン
テ
ィ
ン
グ
博
士
の
誕

生
日
が
11
月
14
日
で
あ
り
、
こ
の
画
期

的
な
発
見
に
敬
意
を
表
し
て
、
こ
の
日

が
選
ば
れ
た
の
で
す
。
毎
年
こ
の
日
は
、

世
界
中
で
糖
尿
病
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

が
展
開
さ
れ
、
日
本
で
は
財
団
法
人
日

本
糖
尿
病
協
会
が
主
体
と
な
り
、
こ
の

日
を
含
む
１
週
間
を
全
国
糖
尿
病
週
間

と
し
て
啓
蒙
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

当
院
で
も
全
国
糖
尿
病
週
間
に
合
わ

せ
て
、医
師
、看
護
師
、薬
剤
師
、管
理
栄

養
士
、検
査
技
師
、理
学
療
法
士
な
ど
で

つ
く
る
糖
尿
病
チ
ー
ム
が
連
携
し
て
、

み
な
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
知

識
を
ま
と
め
た
ポ
ス
タ
ー
を
展
示
し
た

り
、
そ
の
場
で
す
ぐ
わ
か
る
血
糖
測
定
、

管
理
栄
養
士
か
ら
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア

ド
バ
イ
ス
コ
ー
ナ
ー
、
講
堂
で
の
公
開

講
座
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

例
年
、
１
週
間
で
約
５
０
０
人
も
の

方
々
が
来
場
さ
れ
ま
す
が
、
な
か
で
も

血
糖
測
定
は
わ
ず
か
な
血
液
か
ら
、
数

秒
で
値
が
わ
か
り
、
そ
の
数
値
を
元
に

ア
ド
バ
イ
ス
が
も
ら
え
る
こ
と
か
ら
、

来
場
者
に
大
好
評
で
す
。

患
者
さ
ん
の
伴
走
者
で
あ
り
た
い

糖
尿
病
は
長
く
つ
き
あ
う
病
気
で
あ

り
、
上
手
に
つ
き
あ
っ
て
い
く
こ
と
が

大
切
。
そ
の
お
手
伝
い
を
す
る
の
が
、

私
た
ち
大
森
赤
十
字
病
院
の
役
割
で
あ

り
、
私
た
ち
糖
尿
病
チ
ー
ム
は
、
患
者

さ
ん
一
人
一
人
の
伴
走
者
で
あ
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
思
い
を
胸
に
、
今
年
は
11
月

14
日
（
月
）
〜
18
日
（
金
）、
講
堂
前
に

ブ
ー
ス
を
設
置
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
行
う

予
定
で
す
。18
日
（
金
）
14
時
〜
15
時
30

分
に
は
、
講
堂
で
「
糖
尿
病
に
つ
い
て

知
ろ
う
　予
防
と
最
新
の
治
療
に
つ
い

て
」
と
の
テ
ー
マ
で
公
開
講
座
も
。
是

非
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。職
員
一
同
、
お

待
ち
し
て
い
ま
す
！

大森赤十字病院
■ 所在地　〒 143-8527　東京都大田区中央 4-30-1
■ 連絡先　Tel 03-3775-3111（代表）　Fax 03-3776-0004
■ 休診日　土曜  日曜  祝日  年末年始（急患は随時）
■ 病床数　344 床（一般 326 床  ICU  CCU 6 床  HCU 12 床）

　大森赤十字病院は、多くの方に糖尿病について知っていただき、糖尿病の予防や快適な
糖尿病療養生活に生かしていただけるよう、毎年 11月にイベントを開催しています。

JRC OMORI HOSPITAL

11
月
14
日
は
世
界
糖
尿
病
デ
ー

糖
尿
病
を
知
っ
て
、考
え
る

血糖測定から、生活習慣のアドバイスを行います 糖尿病の知識や療養指導経験豊富な “精鋭 ”たち
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平
成
20
年
度
か
ら
27
年
度
ま
で
に
受

け
入
れ
た
研
修
生
は
1
8
5
人
。
平
成

28
年
度
は
43
人
を
受
け
入
れ
ま
す
。

Ｎ
Ｇ
Ｏ
ジ
ョ
イ
セ
フ
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

当
院
で
は
、
開
発
途
上
国
の
女
性
と

命
と
健
康
を
守
る
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
る
日
本
生
ま
れ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ジ
ョ
イ
セ

フ
（
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｆ
Ｐ
）
が
実
施
し
て
い

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
協
力
し
て
い
ま

す
。ジ

ョ
イ
セ
フ
に
よ
る
と
、
世
界
で
は

今
な
お
、
妊
娠
や
出
産
が
原
因
で
命
を

落
と
す
女
性
が
１
日
あ
た
り
約
8
0
0

人
、
年
間
で
28
万
９
０
０
０
人
に
の
ぼ

り
ま
す
（「
ジ
ョ
イ
セ
フ
年
次
報
告
書

２
０
１
４
」
よ
り
）。
そ
の
99
％
は
途

上
国
の
女
性
た
ち
で
す
。

妊
産
婦
の
死
亡
率
減
少
を
め
ざ
し
、

途
上
国
の
保
健
省
や
公
衆
衛
生
省
か
ら

派
遣
さ
れ
た
研
修
生
が
日
本
に
１
か
月

滞
在
し
て
、
妊
産
婦
の
健
康
改
善
な
ど

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

当
院
で
受
け
入
れ
て
い
る
研
修
の

内
容
と
し
て
は
、
妊
産
婦
の
継
続
的
ケ

ア
（
産
前
産
後
の
健
診
や
入
院
中
の
ケ

ア
）、両
親
学
級
の
実
施
・
運
営
、地
域
拠

点
病
院
と
し
て
の
役
割
、
院
内
の
研
修

や
新
入
職
員
に
対
す
る
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
支
援
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
─
─

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

各
国
の

母
子
保
健
向
上
が
願
い

研
修
生
か
ら
は
、「
ス
タ
ッ
フ
の
チ
ー

ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
（
新
人
を
チ
ー
ム
で

育
て
て
い
く
仕
組
み
）
が
重
視
さ
れ
て

い
た
の
が
印
象
的
。
ま
た
、
ス
タ
ッ
フ

が
自
分
の
能
力
を
活
か
し
て
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
し
て
い
く
シ
ス
テ
ム
が
あ
っ

た
」「
葛
飾
赤
十
字
産
院
の
若
い
有
能

な
助
産
師
の
み
な
さ
ん
に
お
会
い
す
る

こ
と
が
で
き
て
感
激
し
た
。
助
産
師
な

ら
で
は
の
活
動
を
し
っ
か
り
と
見
据

え
、
自
国
に
帰
っ
て
も
産
む
人
に
寄
り

添
っ
た
助
産
ケ
ア
を
展
開
し
て
い
き
た

い
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

研
修
生
た
ち
が
日
本
の
母
子
保
健
に

つ
い
て
の
情
報
を
持
ち
帰
る
こ
と
で
、

各
国
に
お
け
る
母
子
保
健
分
野
の
活
動

に
貢
献
で
き
る
こ
と
を
願
い
、
当
院
で

は
今
後
も
こ
の
活
動
を
継
続
し
て
い
く

予
定
で
す
。

葛飾赤十字産院
■ 所在地　〒 124-0012　東京都葛飾区立石 5-11-12
■ 連絡先　Tel 03-3693-5211（代表）　Fax 03-3776-0004
■ 休診日　日曜、祝日、年末年始 
■ 病床数　113 床（産婦人科 68 床、NICU・GCU 等 45 床） 

海
外
研
修
生
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

安
心
し
て
出
産
で
き
る
世
界
に

　葛飾赤十字産院では、妊産婦の健康改善や母子の栄養改善を目的とする
海外からの研修生を受け入れています。

JRC KATSUSHIKA MATERNITY HOSPITAL

当院でのお産の様子をまとめたDVDを観てディスカッショ
ンする研修生たち

研修生のみなさんと。今年度は17カ国から受け入れます

21-23-byosanin.indd   23 16.9.15   7:14:10 PM NT10GP14-23.indd   22 16/09/16   9:12



(16 09）NT10G

Hospital
Referral

NISSEKI TOKYO 22

国
際
糖
尿
病
連
合
（
Ｉ
Ｄ
Ｆ
）
と
世

界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
は
１
９
９
１

年
、
世
界
に
広
が
る
糖
尿
病
の
脅
威
に

対
応
し
よ
う
と
、
11
月
14
日
を
「
世
界

糖
尿
病
デ
ー
」
に
制
定
。
２
０
０
６
年

12
月
20
日
に
国
連
か
ら
公
式
に
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

な
ぜ
、
11
月
14
日
な
の
か
？

ど
う
し
て
11
月
14
日
な
の
で
し
ょ
う

か
？
　実
は
、
イ
ン
ス
リ
ン
を
発
見
し

た
カ
ナ
ダ
の
バ
ン
テ
ィ
ン
グ
博
士
の
誕

生
日
が
11
月
14
日
で
あ
り
、
こ
の
画
期

的
な
発
見
に
敬
意
を
表
し
て
、
こ
の
日

が
選
ば
れ
た
の
で
す
。
毎
年
こ
の
日
は
、

世
界
中
で
糖
尿
病
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

が
展
開
さ
れ
、
日
本
で
は
財
団
法
人
日

本
糖
尿
病
協
会
が
主
体
と
な
り
、
こ
の

日
を
含
む
１
週
間
を
全
国
糖
尿
病
週
間

と
し
て
啓
蒙
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

当
院
で
も
全
国
糖
尿
病
週
間
に
合
わ

せ
て
、医
師
、看
護
師
、薬
剤
師
、管
理
栄

養
士
、検
査
技
師
、理
学
療
法
士
な
ど
で

つ
く
る
糖
尿
病
チ
ー
ム
が
連
携
し
て
、

み
な
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
知

識
を
ま
と
め
た
ポ
ス
タ
ー
を
展
示
し
た

り
、
そ
の
場
で
す
ぐ
わ
か
る
血
糖
測
定
、

管
理
栄
養
士
か
ら
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア

ド
バ
イ
ス
コ
ー
ナ
ー
、
講
堂
で
の
公
開

講
座
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

例
年
、
１
週
間
で
約
５
０
０
人
も
の

方
々
が
来
場
さ
れ
ま
す
が
、
な
か
で
も

血
糖
測
定
は
わ
ず
か
な
血
液
か
ら
、
数

秒
で
値
が
わ
か
り
、
そ
の
数
値
を
元
に

ア
ド
バ
イ
ス
が
も
ら
え
る
こ
と
か
ら
、

来
場
者
に
大
好
評
で
す
。

患
者
さ
ん
の
伴
走
者
で
あ
り
た
い

糖
尿
病
は
長
く
つ
き
あ
う
病
気
で
あ

り
、
上
手
に
つ
き
あ
っ
て
い
く
こ
と
が

大
切
。
そ
の
お
手
伝
い
を
す
る
の
が
、

私
た
ち
大
森
赤
十
字
病
院
の
役
割
で
あ

り
、
私
た
ち
糖
尿
病
チ
ー
ム
は
、
患
者

さ
ん
一
人
一
人
の
伴
走
者
で
あ
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
思
い
を
胸
に
、
今
年
は
11
月

14
日
（
月
）
〜
18
日
（
金
）、
講
堂
前
に

ブ
ー
ス
を
設
置
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
行
う

予
定
で
す
。18
日
（
金
）
14
時
〜
15
時
30

分
に
は
、
講
堂
で
「
糖
尿
病
に
つ
い
て

知
ろ
う
　予
防
と
最
新
の
治
療
に
つ
い

て
」
と
の
テ
ー
マ
で
公
開
講
座
も
。
是

非
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。職
員
一
同
、
お

待
ち
し
て
い
ま
す
！

大森赤十字病院
■ 所在地　〒 143-8527　東京都大田区中央 4-30-1
■ 連絡先　Tel 03-3775-3111（代表）　Fax 03-3776-0004
■ 休診日　土曜  日曜  祝日  年末年始（急患は随時）
■ 病床数　344 床（一般 326 床  ICU  CCU 6 床  HCU 12 床）

　大森赤十字病院は、多くの方に糖尿病について知っていただき、糖尿病の予防や快適な
糖尿病療養生活に生かしていただけるよう、毎年 11月にイベントを開催しています。

JRC OMORI HOSPITAL

11
月
14
日
は
世
界
糖
尿
病
デ
ー

糖
尿
病
を
知
っ
て
、考
え
る

血糖測定から、生活習慣のアドバイスを行います 糖尿病の知識や療養指導経験豊富な “精鋭 ”たち
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平
成
20
年
度
か
ら
27
年
度
ま
で
に
受

け
入
れ
た
研
修
生
は
1
8
5
人
。
平
成

28
年
度
は
43
人
を
受
け
入
れ
ま
す
。

Ｎ
Ｇ
Ｏ
ジ
ョ
イ
セ
フ
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

当
院
で
は
、
開
発
途
上
国
の
女
性
と

命
と
健
康
を
守
る
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
る
日
本
生
ま
れ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ジ
ョ
イ
セ

フ
（
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｆ
Ｐ
）
が
実
施
し
て
い

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
協
力
し
て
い
ま

す
。ジ

ョ
イ
セ
フ
に
よ
る
と
、
世
界
で
は

今
な
お
、
妊
娠
や
出
産
が
原
因
で
命
を

落
と
す
女
性
が
１
日
あ
た
り
約
8
0
0

人
、
年
間
で
28
万
９
０
０
０
人
に
の
ぼ

り
ま
す
（「
ジ
ョ
イ
セ
フ
年
次
報
告
書

２
０
１
４
」
よ
り
）。
そ
の
99
％
は
途

上
国
の
女
性
た
ち
で
す
。

妊
産
婦
の
死
亡
率
減
少
を
め
ざ
し
、

途
上
国
の
保
健
省
や
公
衆
衛
生
省
か
ら

派
遣
さ
れ
た
研
修
生
が
日
本
に
１
か
月

滞
在
し
て
、
妊
産
婦
の
健
康
改
善
な
ど

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

当
院
で
受
け
入
れ
て
い
る
研
修
の

内
容
と
し
て
は
、
妊
産
婦
の
継
続
的
ケ

ア
（
産
前
産
後
の
健
診
や
入
院
中
の
ケ

ア
）、両
親
学
級
の
実
施
・
運
営
、地
域
拠

点
病
院
と
し
て
の
役
割
、
院
内
の
研
修

や
新
入
職
員
に
対
す
る
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
支
援
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
─
─

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

各
国
の

母
子
保
健
向
上
が
願
い

研
修
生
か
ら
は
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ス
タ
ッ
フ
の
チ
ー

ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
（
新
人
を
チ
ー
ム
で

育
て
て
い
く
仕
組
み
）
が
重
視
さ
れ
て

い
た
の
が
印
象
的
。
ま
た
、
ス
タ
ッ
フ

が
自
分
の
能
力
を
活
か
し
て
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
し
て
い
く
シ
ス
テ
ム
が
あ
っ

た
」「
葛
飾
赤
十
字
産
院
の
若
い
有
能

な
助
産
師
の
み
な
さ
ん
に
お
会
い
す
る

こ
と
が
で
き
て
感
激
し
た
。
助
産
師
な

ら
で
は
の
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を
し
っ
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と
見
据

え
、
自
国
に
帰
っ
て
も
産
む
人
に
寄
り

添
っ
た
助
産
ケ
ア
を
展
開
し
て
い
き
た

い
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

研
修
生
た
ち
が
日
本
の
母
子
保
健
に

つ
い
て
の
情
報
を
持
ち
帰
る
こ
と
で
、

各
国
に
お
け
る
母
子
保
健
分
野
の
活
動

に
貢
献
で
き
る
こ
と
を
願
い
、
当
院
で

は
今
後
も
こ
の
活
動
を
継
続
し
て
い
く

予
定
で
す
。

葛飾赤十字産院
■ 所在地　〒 124-0012　東京都葛飾区立石 5-11-12
■ 連絡先　Tel 03-3693-5211（代表）　Fax 03-3776-0004
■ 休診日　日曜、祝日、年末年始 
■ 病床数　113 床（産婦人科 68 床、NICU・GCU 等 45 床） 

海
外
研
修
生
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

安
心
し
て
出
産
で
き
る
世
界
に

　葛飾赤十字産院では、妊産婦の健康改善や母子の栄養改善を目的とする
海外からの研修生を受け入れています。

JRC KATSUSHIKA MATERNITY HOSPITAL

当院でのお産の様子をまとめたDVDを観てディスカッショ
ンする研修生たち

研修生のみなさんと。今年度は17カ国から受け入れます
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次世代へ伝える「いのちと献血」
血液センターのお仕事体験

東
京
都
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
で

は
、
血
液
の
こ
と
を
も
っ
と
身

近
に
感
じ
て
も
ら
お
う
と
、
血
液
セ
ン

タ
ー
の
お
仕
事
を
擬
似
体
験
で
き
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年

も
、８
月
に
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
千

代
田
区
）で
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
、「
丸

の
内
キ
ッ
ズ
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
」
に
参
加

し
、
小
学
生
と
見
学
者
（
保
護
者
・
未

就
学
児
）
あ
わ
せ
て
７
０
１
人
に
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。

命
の
つ
な
が
り
を
体
感

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
名
称
は
「
つ
な
が
る

い
の
ち 

い
の
ち
の
ち
」。
献
血
か
ら
は
じ

ま
る
命
の
つ
な
が
り
を
〝
お
仕
事
体
験
〞

を
通
じ
て
体
感
し
て
も
ら
う
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
す
。
参
加
し
た
小
学
生
は
、
白
衣

と
帽
子
を
着
用
し
て
赤
十
字
職
員
に
な

り
、
本
物
そ
っ
く
り
の
血
液
を
検
査
し

た
り
（
し
ら
べ
る
）、
遠
心
分
離
機
や
血

液
の
模
型
を
使
っ
て
血
液
を
分
離
す
る

（
わ
け
る
）
仕
事
を
し
ま
し
た
。
病
院
に

血
液
を
搬
送
す
る
（
と
ど
け
る
）
仕
事

の
体
験
で
も
、
実
際
の
業
務
と
同
じ
よ

う
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
輸
血
を
受
け
た
子
ど
も
た

ち
の
体
験
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
集
め
た
映

像
を
鑑
賞
。
今
日
届
け
た
血
液
に
よ
っ

て
「
命
を
つ
な
ぐ
」
こ
と
が
で
き
た
と

い
う
想
い
を
皆
で
体
感
し
ま
し
た
。

献血NEWS 2016 Autumn Vol.11

「しらべる」
（血液の検査）

「わける」
（血液製剤の製造）

3 日間、計 12 回実施したプロ
グラムの中で、ひときわ目

を輝かせて参加してくれていた小
学３年生の久

ひさ
永
なが

美
み

織
おり

さんは、「お仕
事体験ができて楽しかった～！」
と満面の笑みで感想を話してくれ
ました。「大きくなったら献血した
い」と言ってくれた美織さん。「注
射は大丈夫？」と聞いたところ、

「人のためになりたい。痛くても大

丈夫！」と力強く答えてくれまし
た。将来は、献血バスや救急車な
ど、人のいのちを守る現場で働き
たいとのこと。

「娘の希望で申し込みました」
という母親の和

かず
子

こ
さんも、子ども

の頃に輸血を受けた経験があるそ
うです。「娘が大きくなったらぜ
ひ、献血してもらいたいですね」と
語ってくれました。

将来は「いのち」を守る仕事に

当日参加してくれた
久永さん親子
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「赤十字子供の家」は、さまざまな理由から家庭での生
活が困難な子どもたちを養育している児童養護施

設です。
こうした子どもたちの「夏休みの思い出に」と、建設機械

の販売を手がける日本キャタピラーが８月９日、子どもたち
を「ちびっこ建機フェア」に招待しました。今回の企画は同
社が CSR 活動として毎年取り組んでいる企画です。

大型ダンプの試乗体験も

子どもたちは、建機のデモンストレーション、油圧ショベ
ルとの綱引きや現車見学、ダンプの試乗を体験。初めて見る
建機の迫力に大きな声援を送っていました。

建機との綱引きは、子どもたちの大勝利！  建機に触れる
機会もあり、運転席に乗り込んで写真を撮ったり、ショベル
の中に入ったり。いつもは絵本でしか見ることのない建機
を実感でき、夢中になって楽しみました。大型ダンプの試乗
体験も、「大きくて楽しかった」と興奮しきり。

社会に出て自立することが困難な時代ですが、こうした
多くの体験は子どもたちの将来のプラスになるに違いあり
ません。

武蔵野赤十字保育園では 7 月 15・16 日、まつ組 19 人、た
け組 19 人の計 38 人の５歳児で合宿を行いました。保

育園に宿泊することで親から離れ、自分の力で生活をやりき
る事を経験し、自信をつけることを目的にしています。子ど
もたち一人ひとりが友達と力を合わせて楽しく過ごせるよ
う、各家庭と保育園とで協力して計画を進めてきました。

友達と支え合いながら

今年の合宿では、絵本の世界から「探検」を知り、宝の地図
を手に入れて、実際に園内を探検し、自分たちの力で宝物を
見つけました。雨の中、自分の宝物となる「葉っぱ」を探して
きて「葉っぱスタンプ」を作り、それをオリジナルのキーホ
ルダーにしました。

夜は２階奥の保育室へ「勇気の鈴」を取りに行く冒険も。
怖かったけれど、友達と支え合いながら、暗がりの中でも
頑張りました。

翌朝の両親のお迎えでは、合宿を乗り越えた自信あふれ
る顔で、お家へ帰っていきました。この合宿で友達の大切
さや心地よさを実感し、本当の宝物は何かに気づいてくれ
たことでしょう。

福祉施設NEWS 2016 Autumn Vol.11

「ちびっこ建機フェア」に

大興奮まつ・たけ  探検隊
たからをさがせ！

葉っぱスタンプを
作る子どもたち

自分で巻いた
手巻きずしを

「いただきまーす！」

ブルドーザーの
デモンストレー
ションは大迫力

建機との綱引き
にも挑戦

赤十字子供の家武蔵野赤十字保育園
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吉
よ し

岡
お か

 薫
こ の

衣
え

ONE STEP
02

私はインドネシアで生まれ、東京都立
国際高校に進学するまでインドネ

シアで暮らしていました。中学校のクラ
ブ活動でJRC（青少年赤十字）に入り、部長
を務めていました。インドネシア赤十字
社主催のJRC全国大会にバリ州代表団と
して参加したことも。いまは国際ボラン
ティア同好会に所属し、JRCの活動に参加
しています。今年の夏は三首都交流事業
や模擬連盟総会に参加して、海外の仲間た
ちと人道問題について考えました。
　このように自己紹介すると国際活動に

熱心と感じられるかもしれませんが、私
自身は、国際活動は異文化を理解するこ
とから始まるので、個人同士のお付き合
いに似ていると思っています。
　そう考えるようになったきっかけは、
高校の「異文化理解」の授業。「異文化理
解とは、ほかの国の文化を知ることだけ
ではなく、隣に座っている友達を知るこ
とも異文化理解」と教わりました。それ
は、食べ物が美味しくて、素敵な服を着
ていることを知っても、その人を理解し
たことにはならないのに似ています。外

国についても同じで、表面的な部分だけ
を見るのではなく、一歩踏み込んで理解
することが大切。これは国際活動の際に
必要不可欠な視点だと思います。そして、
国境を超えなくても、日本にいながらで
も国際活動を始めることはできます。
　私の夢は、日本で学んだ技能や知識を
もとに、インドネシアで衛生指導などに
参加すること。インドネシアの一部では、
保健・医療環境がまだ整っていないので
す。自分自身が両国の架け橋になれたら
嬉しいですね。

Profile ● Konoe Yoshioka
東京都立国際高校3年生。所属する国際ボラン
ティア同好会では事実上の「赤十字担当」とし
てメンバーに赤十字のことを伝えている。

隣の人を知ることから国際活動は始まる。

〒169-8540 東京都新宿区大久保1丁目2番15号
 TEL 03-5273-6741（代表）　FAX 03-5273-6749　http://www.tokyo.jrc.or.jp

わたしの一歩
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